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中世後期における越前北部の軍事情勢と長崎称念寺

は
じ
め
に

長
崎
称
念
寺
（
福
井
県
坂
井
市
丸
岡
町
）
は
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
時
宗
の
中
心
寺
院
の

一
つ
で
あ
る
。
他
阿
真
教
絵
像
（
国
重
文
）
な
ど
豊
富
な
文
物
を
伝
え
、
中
世
文
書
を
含
む

計
六
二
点
の
所
蔵
文
書
は
坂
井
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
新
田
義
貞
の
墓
所
が
あ

る
こ
と
が
古
く
か
ら
知
ら
れ
（
髙
尾
　
二
〇
一
九
b
）、
近
年
で
は
、
明
智
光
秀
が
流
浪
時

に
一
時
そ
の
門
前
に
滞
在
し
た
こ
と
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
（
石
川
　
二
〇
二
一
な
ど
）。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
拠
点
的
な
寺
院
で
あ
り
、
日
本
史
の
主
要
な
局
面
に
も
深
く
関
わ

る
こ
と
か
ら
、
称
念
寺
の
歴
史
は
県
下
の
自
治
体
史
に
お
い
て
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
（
丸
岡
町
教
育
委
員
会
、
一
九
六
七
、
福
井
県
　
一
九
九
四
な
ど
）。

宗
教
史
の
分
野
で
は
、
称
念
寺
に
付
属
す
る
光
明
院
の
蔵
の
運
営
に
つ
い
て
、
遊
行
寺
（
神

奈
川
県
藤
沢
市
）
に
残
る
史
料
を
も
と
に
論
じ
た
橘
俊
道
の
研
究
（
橘
　
一
九
八
三
）
が
あ

る
。
ま
た
、
田
中
純
子
は
、
日
本
海
海
運
へ
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
、
北
陸
で
の
時
宗
の
普

及
に
称
念
寺
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
田
中
　
二
〇
〇
〇
）。
最
近
で
は
、

藤
沢
上
人
・
遊
行
上
人
が
称
念
寺
を
通
じ
て
越
前
国
の
時
衆
を
積
極
的
に
掌
握
し
よ
う
と
し

た
こ
と
が
黄
霄
龍
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
、
室
町
幕
府
に
よ
る
祈
願
寺
認
定
や
光
明
院
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
も
再
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
（
黄
　
二
〇
二
〇
）。
現
住
職
の
髙
尾
察
誠
氏

の
手
に
よ
る
小
冊
子
は
、
こ
う
し
た
既
往
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
寺
の
歴
史
を
手
際
よ
く
ま

と
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
髙
尾
　
二
〇
一
九
a
）。

称
念
寺
が
営
ま
れ
た
長
崎
の
地
は
、
中
世
後
期
に
し
ば
し
ば
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
、
武
家
方

の
駐
留
が
史
料
上
確
認
で
き
る
。
松
原
信
之
は
、
史
料
に
登
場
す
る
「
長
崎
城
」
を
称
念
寺

の
地
に
比
定
し
、
土
塁
や
堀
の
痕
跡
を
現
地
形
と
地
籍
図
か
ら
見
出
し
た
（
松
原
　
一
九
七

一
）。
こ
の
見
解
は
『
日
本
城
郭
大
系
』（
児
玉
・
坪
井
　
一
九
七
五
）
や
県
の
分
布
調
査

（
福
井
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
七
）
に
も
踏
襲
さ
れ
、
称
念
寺
が
城
郭
と
し
て
の
側
面
も

も
つ
こ
と
が
周
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
国
前
半
期
ま
で
の
戦
争
で
、
寺
院
が
城
郭
化

さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
な
く
、
松
原
の
想
定
は
蓋
然
性
の
高
い
も
の
と
い
え
る
。
だ
が
、

越
前
北
部
で
の
戦
乱
に
お
い
て
、
長
崎
が
軍
事
的
な
要
地
と
な
っ
た
理
由
は
判
然
と
し
な

い
。
長
崎
を
め
ぐ
る
攻
防
に
関
し
て
は
、
朝
倉
氏
を
中
心
と
し
た
政
治
史
の
叙
述
の
な
か
で

言
及
さ
れ
て
い
る
が
（
福
井
県
　
二
〇
〇
四
、
佐
藤
　
二
〇
一
四
な
ど
）、
長
崎
の
地
政
学

的
な
位
置
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

関
連
す
る
文
献
史
料
を
読
み
直
す
と
と
も
に
、
称
念
寺
を
含
め
た
長
崎
の
景
観
復
元
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

称
念
寺
と
そ
の
周
辺
は
、
長
崎
遺
跡
の
名
で
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
な
っ
て
い

る
。
長
崎
遺
跡
で
は
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
度
と
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
度
に
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
称
念
寺
に
関
連
す
る
中
世
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
（
現
地
説
明
会
資
料

お
よ
び
概
報
はhttps://w

w
w
.pref.fukui.lg.jp/doc/m

aibun-c/top3.htm
l

で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
）。
特
に
令
和
二
年
度
の
調
査
で
は
、
集
落
内
の
区
画
溝
や
旧
河
川
の
痕
跡

が
確
認
さ
れ
、
様
々
な
産
地
の
陶
磁
器
や
金
属
製
の
分
銅
な
ど
の
珍
し
い
遺
物
も
出
土
し

た
。
こ
こ
か
ら
、
一
般
の
集
落
と
は
異
な
る
都
市
的
な
様
相
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
成

果
は
、
称
念
寺
や
門
前
集
落
の
性
格
を
物
語
る
と
と
も
に
、
中
世
に
お
け
る
周
辺
の
地
形
環

境
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

中
世
後
期
に
お
け
る
越
前
北
部
の
軍
事
情
勢
と
長
崎
称
念
寺

新
　
谷
　
和
　
之
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上
記
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
文
献
史
学
と
歴
史
地
理
学
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
り
、
称
念
寺
が
営
ま
れ
た
長
崎
の
地
政
学
的
な
位
置
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
で
は
、
長
崎
が
抗
争
の
舞
台
と
な
っ
た
戦
乱
を
年
代
順
に
紹
介
し
、
関
連
す
る
史
料
に
再

検
討
を
加
え
る
。
二
で
は
、
地
籍
図
や
絵
図
な
ど
を
も
と
に
称
念
寺
周
辺
の
地
形
環
境
を
復

元
し
、
近
年
の
考
古
学
の
調
査
成
果
も
加
味
し
て
長
崎
の
特
色
を
論
じ
る
。
以
上
の
検
討
を

通
じ
て
、
中
世
後
期
に
長
崎
が
軍
事
的
な
要
地
と
み
な
さ
れ
た
背
景
を
探
る
こ
と
に
し
た

い
。

一
　
中
世
後
期
に
お
け
る
長
崎
を
め
ぐ
る
軍
事
行
動

本
章
で
は
、
長
崎
が
登
場
す
る
中
世
後
期
の
合
戦
を
年
代
順
に
紹
介
し
、
そ
こ
で
の
長
崎

の
位
置
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
関
連
す
る
地
名
を
図
１
に
ま
と
め
た
の
で
、

あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

１
　
藤
島
の
戦
い
に
お
け
る
長
崎
の
軍
事
拠
点
化

新
田
義
貞
は
、
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
閏
七
月
、
越
前
藤
島
の
戦
い
で
戦
死
を
遂
げ

る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
長
崎
で
の
築
城
が
確
認
で
き
る
。
以
下
、『
太
平
記
』
を
も
と
に

そ
の
経
過
を
確
認
し
て
お
く
。

義
貞
と
そ
の
弟
の
脇
屋
義
助
は
、
延
元
二
年
（
一
三
三
七
）
三
月
に
金
ケ
崎
城
（
敦
賀

市
）
か
ら
没
落
し
、
杣
山
（
南
越
前
町
）
麓
の
瓜
生
館
に
入
っ
た
。
足
利
尊
氏
は
、
斯
波
高

経
・
家
兼
を
大
将
と
す
る
北
陸
道
七
ヶ
国
の
軍
勢
六
千
余
騎
を
越
前
府
中
（
越
前
市
）
に
派

遣
し
、
杣
山
と
府
中
の
境
の
大
塩
・
松
崎
辺
り
で
度
々
合
戦
が
起
き
た
。

こ
の
時
、
敷
地
伊
豆
守
以
下
の
加
賀
国
の
勢
力
が
、
畑
時
能
の
誘
い
に
応
じ
、
細
呂
宜

（
あ
わ
ら
市
）
の
辺
り
に
城
郭
を
構
え
、
津
葉
五
郎
が
籠
も
る
大
聖
寺
（
石
川
県
加
賀
市
）

の
城
を
攻
め
落
と
す
。
平
泉
寺
（
勝
山
市
）
の
衆
徒
の
う
ち
半
数
が
宮
方
に
付
き
、
三
峯

（
鯖
江
市
）
に
城
を
築
い
て
新
田
方
に
加
勢
を
求
め
た
。
す
る
と
、
脇
屋
義
助
を
大
将
と
す

る
五
百
余
騎
の
軍
勢
が
三
峯
に
差
し
遣
わ
さ
れ
る
。
敷
地
以
下
の
加
賀
方
面
の
軍
勢
は
こ
れ

と
示
し
合
わ
せ
、
細
屋
右
馬
助
を
大
将
と
す
る
三
千
余
騎
を
越
前
に
遣
わ
し
、
長
崎
・
河

合
・
河
口
の
三
ヶ
所
に
城
を
構
え
、
徐
々
に
府
中
へ
攻
め
寄
せ
た
。
斯
波
高
経
は
六
千
余
騎

を
従
え
て
府
中
に
籠
も
っ
て
い
た
が
、
敵
に
国
中
を
抑
え
ら
れ
、
一
ヶ
所
に
籠
も
っ
て
い
て

は
兵
粮
に
差
し
支
え
る
と
判
断
し
、
三
千
騎
を
府
中
に
残
し
、
残
る
三
千
騎
を
二
、
三
百
騎

程
度
の
単
位
で
三
〇
余
箇
所
に
振
り
分
け
、
山
々
峰
々
に
城
を
構
え
さ
せ
た
。

翌
二
月
、
脇
屋
勢
が
鯖
江
宿
に
打
ち
出
で
、
細
川
出
羽
守
を
大
将
と
す
る
斯
波
勢
が
府
中

よ
り
攻
め
か
か
っ
た
。
諸
方
に
潜
ん
で
い
た
宮
方
の
軍
勢
が
鯖
江
に
終
結
し
、
義
貞
の
本
隊

も
杣
山
よ
り
打
っ
て
出
る
。
激
し
い
戦
闘
の
末
に
、
新
田
方
が
府
中
を
手
中
に
お
さ
め
、
斯

波
高
経
は
織
田
（
越
前
町
）・
大
虫
（
越
前
市
）
を
経
て
足
羽
の
城
へ
移
っ
た
（『
太
平
記
』

第
十
九
）。

五
月
二
日
、
義
貞
は
六
千
余
騎
を
率
い
て
府
中
を
出
立
し
、
原
目
・
安
居
・
河
合
・
春

近
・
江
守
の
五
ケ
所
へ
五
千
余
騎
を
差
し
向
け
、
足
羽
城
を
攻
め
た
。
義
貞
の
小
舅
、
一
条

行
実
は
五
百
騎
で
江
守
よ
り
押
し
寄
せ
、
黒
龍
明
神
の
前
で
戦
っ
た
が
、
戦
果
を
得
ら
れ
ず

本
陣
へ
引
き
返
し
た
。
船
田
政
経
は
、
七
百
余
騎
で
安
居
の
渡
し
を
通
過
す
る
途
中
、
細
川

出
羽
守
の
軍
勢
と
対
戦
し
、
引
き
返
し
た
。
細
屋
右
馬
助
は
、
千
騎
に
て
河
合
庄
よ
り
勝
虎

城
を
攻
め
た
が
、
鹿
草
兵
庫
助
が
後
詰
に
ま
わ
り
、
城
中
と
後
詰
の
双
方
か
ら
追
い
立
て
ら

れ
引
き
返
し
た
。

七
月
二
七
日
、
斯
波
高
経
は
平
泉
寺
衆
徒
中
に
対
し
、
藤
島
荘
の
付
与
を
条
件
と
し
て
合

力
を
要
請
す
る
。
閏
七
月
二
日
、
義
貞
は
決
戦
に
向
け
て
河
合
荘
へ
軍
勢
を
集
結
さ
せ
た
。

義
貞
は
灯
明
寺
の
前
で
三
万
余
騎
の
軍
勢
を
七
手
に
わ
け
、
向
か
い
城
（
付
城
）
を
構
え
て

敵
方
の
七
つ
の
城
を
攻
め
た
。
平
泉
寺
の
衆
徒
が
籠
も
る
藤
島
の
城
が
激
し
く
抵
抗
し
た
た

め
、
義
貞
は
五
十
余
騎
を
従
え
藤
島
へ
向
か
う
。
藤
島
の
城
へ
の
寄
せ
手
を
追
い
払
っ
て
い
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図１　長崎をめぐる合戦故地（明治期の輯成20万分1地形図に加筆）
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図１　長崎をめぐる合戦故地（明治期の輯成20万分1地形図に加筆）
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羽
の
城
を
め
ぐ
る
攻
防
時
に
は
、
九
頭
竜
川
の
渡
河
点
に
近
い
河
合
に
義
貞
勢
が
終
結
し
、

軍
事
的
な
要
地
と
な
る
。
こ
の
時
、
長
崎
の
城
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
は
判
然
と
し
な

い
。義

貞
の
遺
骸
が
運
ば
れ
た
往
生
院
を
河
合
の
往
生
院
に
宛
て
る
見
解
も
あ
る
が
（
福
井
県
　

一
九
九
四
）、『
太
平
記
』
の
後
段
に
往
生
院
長
崎
の
道
場
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
の
往

生
院
と
み
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
（
髙
尾
　
二
〇
一
九
b
）。
新
田
勢
の
一
部
は
、
長
崎
の
道

場
で
出
家
を
遂
げ
た
。
こ
の
出
家
が
、
義
貞
の
追
悼
を
意
図
し
た
も
の
か
、
斯
波
方
か
ら
の

追
及
を
逃
れ
る
方
便
な
の
か
は
判
断
し
か
ね
る
。『
太
平
記
』
は
、
斯
波
方
へ
の
降
参
と

セ
ッ
ト
で
新
田
勢
の
瓦
解
を
叙
述
し
て
お
り
、
後
者
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
よ
り
強
く
込
め
て
い

る
よ
う
に
も
読
め
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
点
で
長
崎
の
城
も
放
棄
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
。２

　
長
禄
の
変
と
称
念
寺
の
祈
願
所
化

長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）、
越
前
国
守
護
斯
波
義
敏
と
守
護
代
の
甲
斐
常
治
が
越
前
国
内

で
合
戦
を
は
じ
め
た
。
甲
斐
常
治
は
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
に
も
義
敏
の
父
持
種
と
衝
突

し
て
お
り
、
両
者
の
対
立
は
根
深
か
っ
た
。
こ
の
長
禄
の
変
を
め
ぐ
っ
て
は
、
合
戦
に
参
加

し
た
甲
斐
氏
（
河
村
　
一
九
八
〇
）・
朝
倉
氏
（
佐
藤
　
二
〇
一
四
）・
堀
江
氏
（
松
浦
　
二

〇
一
七
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
論
究
さ
れ
て
お
り
、
国
文
学
の
分
野
で
も
検
討
さ
れ
て

い
る
（
瀬
戸
　
二
〇
〇
六
）。
以
下
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
合
戦
の
経
過
を
た
ど
り
、

長
崎
が
合
戦
の
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

合
戦
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
七
月
頃
で
あ
る
。
当
初
は
甲
斐
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
坂
北

郡
の
有
力
国
衆
で
あ
る
堀
江
氏
が
八
月
七
日
に
帰
国
す
る
と
、
守
護
方
が
勢
力
を
盛
り
返
し

た
（『
教
覚
私
要
鈔
』
長
禄
二
年
八
月
二
三
日
条
）。
こ
れ
に
よ
り
、
河
口
荘
の
職
人
（
請
負

代
官
）
一
六
名
が
没
落
し
た
た
め
、
幕
府
は
同
荘
を
大
乗
院
門
跡
の
直
務
と
す
る
よ
う
奉
行

た
細
川
出
羽
守
・
鹿
草
彦
太
郎
が
こ
れ
を
み
つ
け
、
散
々
に
射
か
け
た
。
眉
間
に
矢
を
受
け

た
義
貞
は
、
自
ら
首
を
掻
き
切
っ
て
果
て
た
。
義
貞
の
首
は
、
越
後
国
の
氏
家
重
国
が
黒
丸

城
へ
持
ち
伝
え
、
遺
骸
は
葬
礼
の
た
め
、
往
生
院
へ
送
ら
れ
た
。

義
貞
の
戦
死
を
受
け
て
、
近
習
の
斎
藤
季
基
・
道
献
は
幕
を
捨
て
て
没
落
す
る
。
他
に

も
、
出
家
し
て
往
生
院
長
崎
の
道
場
に
入
っ
た
り
、
縁
者
を
頼
っ
て
斯
波
方
へ
降
参
す
る
者

が
後
を
絶
た
ず
、
三
万
余
騎
の
軍
勢
は
一
夜
に
し
て
二
千
騎
足
ら
ず
に
ま
で
減
少
し
た
。
脇

屋
義
助
・
義
治
父
子
は
、
三
峯
の
城
に
河
嶋
、
杣
山
の
城
に
瓜
生
、
三
国
湊
の
城
に
畑
時
能

を
そ
れ
ぞ
れ
残
し
、
閏
七
月
一
一
日
に
府
中
へ
帰
っ
た
（『
太
平
記
』
第
二
十
）。

こ
の
よ
う
に
、
義
貞
は
府
中
を
制
圧
し
、
加
賀
側
の
勢
力
も
味
方
に
付
け
て
斯
波
高
経
を

足
羽
の
城
に
攻
め
た
。
高
橋
典
幸
は
、
足
羽
の
城
は
単
体
の
城
郭
で
は
な
く
、
一
定
の
エ
リ

ア
が
要
塞
化
さ
れ
て
い
る
状
況
を
指
し
て
い
る
と
論
じ
る
。
両
勢
の
攻
防
が
行
わ
れ
た
の

は
、
九
頭
竜
川
・
日
野
川
の
合
流
地
点
付
近
で
あ
り
、
斯
波
勢
は
渡
河
点
周
辺
を
中
心
に
城

郭
を
配
置
し
た
。『
太
平
記
』
に
は
、
足
羽
の
城
が
藤
島
荘
と
並
ん
で
い
て
、
そ
の
半
ば
を

取
り
込
ん
で
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
面
的
な
防
衛
の
体
制
が
、
城
と
呼
称
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
高
橋
　
二
〇
一
三
）。

足
羽
の
城
は
、
府
中
・
杣
山
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
と
、
三
国
湊
・
金
津
を
中
心
と
す
る

エ
リ
ア
の
中
間
に
位
置
す
る
。
義
貞
は
足
羽
の
城
を
制
圧
す
る
こ
と
で
、
両
者
を
一
体
的
に

把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
と
山
本
隆
志
は
述
べ
る
（
山
本
　
二
〇
〇
五
）。
し
か
し
、

平
泉
寺
側
の
勢
力
を
完
全
に
味
方
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
手
薄
な
軍
勢
で
攻
城
戦
に
加

勢
し
た
こ
と
が
仇
と
な
り
、
義
貞
は
命
を
落
と
す
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
一
連
の
軍
事
行
動
に
お
い
て
、
義
貞
に
呼
応
す
る
加
賀
側
の
勢
力
は
、
長
崎
を
含
め

九
頭
竜
川
の
北
側
の
平
野
部
に
三
ヶ
所
の
城
を
築
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
や
構
造
な
ど
は

不
明
だ
が
、
加
賀
よ
り
越
前
へ
進
出
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
方
面
に
築
城
す
る
の
は
自
然
な

こ
と
と
い
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
九
頭
竜
川
の
北
側
は
義
貞
側
の
勢
力
下
に
置
か
れ
た
。
足
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基
の
伝
承
を
も
つ
古
刹
で
、
中
世
に
は
豊
原
三
千
坊
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
隆
盛
を
誇
っ
た
。

「
坪
江
・
河
口
両
庄
既
に
同
意
、
国
中
同
前
な
り
」（『
教
覚
私
要
鈔
』
長
禄
三
年
正
月
二
〇

日
条
）
と
あ
り
、
堀
江
氏
を
は
じ
め
と
す
る
守
護
方
が
国
内
で
支
持
を
広
げ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
二
月
の
合
戦
で
は
甲
斐
方
が
勝
利
を
お
さ
め
る
（『
教
覚
私
要
鈔
』

長
禄
三
年
二
月
二
二
日
条
）。
こ
の
後
、
利
真
は
杉
江
ら
と
と
も
に
河
口
荘
細
呂
宜
上
方
・

坪
江
郷
鶴
丸
名
へ
乱
入
す
る
。
代
官
の
大
館
教
氏
よ
り
知
ら
せ
を
受
け
た
尋
尊
は
、
そ
の
排

除
に
向
け
て
幕
府
に
働
き
か
け
て
い
る
と
返
答
し
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄

三
年
三
月
一
五
日
条
）。
な
お
、
大
館
は
そ
の
後
、
過
年
度
分
の
未
進
・
不
法
を
理
由
に
代

官
職
を
改
替
さ
れ
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
八
月
八
日
条
）。

五
月
に
は
、
幕
府
の
命
を
受
け
た
能
登
・
越
中
の
軍
勢
が
甲
斐
方
に
加
勢
し
、
利
真
以
下

の
守
護
方
は
自
ら
館
に
火
を
放
っ
て
没
落
し
た
。
二
五
日
に
は
能
登
・
越
中
・
加
賀
の
軍
勢

が
河
口
荘
に
乱
入
し
、
上
意
と
号
し
て
乱
暴
狼
藉
を
尽
く
す
。
荘
民
ら
は
以
前
幕
府
よ
り
獲

得
し
た
制
札
を
み
せ
た
が
、
軍
勢
ら
は
ま
っ
た
く
承
知
せ
ず
、
押
領
を
や
め
な
か
っ
た

（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
五
月
二
一
日
・
六
月
一
日
条
、
河
口
庄
惣
百
姓
等
申
状

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
紙
背
文
書
』
一
―
七
九
九
）。

利
真
ら
は
七
月
に
長
崎
に
陣
を
敷
き
、
河
口
荘
十
郷
の
年
貢
を
催
促
す
る
（『
大
乗
院
寺

社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
七
月
二
八
日
条
）。
長
崎
は
河
口
荘
に
ほ
ど
近
く
、
失
地
回
復
の
足

が
か
り
と
し
て
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
八
月
一
一
日
、
和
田
（
福
井
市
）
に
て
守
護

方
と
甲
斐
方
の
合
戦
が
あ
り
、
利
真
の
兄
弟
・
父
子
五
名
を
は
じ
め
、
守
護
方
の
主
だ
っ
た

武
将
が
数
多
く
討
死
し
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
八
月
一
八
日
条
）。
甲
斐
常

治
も
こ
の
合
戦
の
最
中
に
没
し
、
甲
斐
敏
光
の
子
が
越
前
の
守
護
代
に
任
命
さ
れ
る
（『
大

乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
八
月
一
三
日
条
）。
利
真
ら
の
闕
所
分
は
、
幕
府
御
倉
奉
行

の
籾
井
信
久
に
与
え
ら
れ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
九
月
一
七
日
条
）。
ま

た
、
こ
の
戦
い
で
朝
倉
孝
景
は
、
守
護
方
に
つ
い
た
朝
倉
氏
の
庶
流
を
討
ち
取
り
、
一
族
内

人
奉
書
で
命
じ
て
い
る
（『
教
覚
私
要
鈔
』
長
禄
二
年
九
月
二
二
日
条
）。
と
こ
ろ
が
、
現
地

に
打
ち
入
っ
た
堀
江
利
真
は
荘
園
の
代
官
職
を
競
望
し
、
河
口
郷
に
関
し
て
は
斯
波
義
敏
の

判
物
が
な
け
れ
ば
命
令
に
従
え
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
時
、
教
覚
は
光
明
院
隆
秀
に
長
崎

荘
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
（『
教
覚
私
要
鈔
』
長
禄
二
年
一
〇
月
二
日
条
）。
詳
細

は
不
明
だ
が
、
長
崎
荘
も
堀
江
氏
の
勢
力
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
時
代
は

下
る
が
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
九
月
、
長
崎
荘
の
年
貢
が
「
借
物
」
と
称
し
て
押
領
さ

れ
る
事
態
と
な
り
、
尋
尊
は
「
堀
方
」
に
年
貢
の
納
入
を
命
じ
る
よ
う
に
と
朝
倉
孝
景
（
英

林
）
へ
奉
書
を
出
し
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
寛
正
二
年
九
月
晦
日
条
）。
こ
の

「
堀
方
」
は
堀
江
氏
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
当
時
、
堀
江
氏
が
長
崎
荘
の
代
官
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
（
佐
藤
　
二
〇
一
四
）。

一
一
月
二
〇
日
、
甲
斐
勢
が
加
賀
国
よ
り
攻
め
入
り
、
金
津
以
下
を
焼
き
払
い
、
堀
江
利

真
の
城
を
包
囲
し
た
。
籠
城
戦
は
三
日
間
に
及
ん
だ
が
、
三
日
目
に
堀
江
方
が
城
か
ら
打
ち

出
で
、
敵
方
の
大
将
で
あ
る
堀
江
の
舎
弟
ら
を
討
ち
取
っ
た
（『
教
覚
私
要
鈔
』
長
禄
二
年

一
二
月
五
日
条
）。
近
世
の
「
越
前
国
古
城
跡
并
館
屋
敷
蹟
」（
杉
原
・
松
浦
編
　
一
九
七

一
）
に
よ
る
と
、
堀
江
氏
の
館
は
当
初
番
田
村
（
あ
わ
ら
市
番
田
）
に
あ
り
、
そ
の
後
中
番

村
、
そ
し
て
下
番
村
へ
と
移
っ
た
と
い
う
。
こ
の
う
ち
中
番
と
下
番
の
館
は
一
体
で
あ
り
、

永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）、
朝
倉
氏
の
嫌
疑
を
受
け
て
加
賀
へ
逃
れ
る
直
前
に
は
、
堀
江

氏
は
中
番
・
下
番
の
館
に
い
た
と
松
原
は
推
定
し
て
い
る
（
松
原
　
一
九
七
一
）。
長
禄
期

の
城
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
確
定
し
が
た
い
が
、
い
ず
れ
も
金
津
か
ら
は
三
キ
ロ
ほ
ど
し
か

離
れ
て
お
ら
ず
、
先
の
史
料
の
叙
述
と
も
符
合
す
る
。
も
っ
と
も
、
ど
ち
ら
も
竹
田
川
流
域

沿
い
の
平
地
城
館
で
あ
り
、
三
日
間
も
の
籠
城
に
耐
え
う
る
堅
城
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
ほ
ど
遠

い
。
堀
江
側
の
防
衛
体
制
も
踏
ま
え
つ
つ
、
当
時
の
攻
城
戦
の
実
態
を
探
る
必
要
が
あ
ろ

う
。翌

正
月
、
利
真
は
土
一
揆
を
催
し
、
豊
原
寺
（
坂
井
市
）
を
攻
め
た
。
豊
原
寺
は
泰
澄
開



 ― 155 ― 

中世後期における越前北部の軍事情勢と長崎称念寺

基
の
伝
承
を
も
つ
古
刹
で
、
中
世
に
は
豊
原
三
千
坊
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
隆
盛
を
誇
っ
た
。

「
坪
江
・
河
口
両
庄
既
に
同
意
、
国
中
同
前
な
り
」（『
教
覚
私
要
鈔
』
長
禄
三
年
正
月
二
〇

日
条
）
と
あ
り
、
堀
江
氏
を
は
じ
め
と
す
る
守
護
方
が
国
内
で
支
持
を
広
げ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
二
月
の
合
戦
で
は
甲
斐
方
が
勝
利
を
お
さ
め
る
（『
教
覚
私
要
鈔
』

長
禄
三
年
二
月
二
二
日
条
）。
こ
の
後
、
利
真
は
杉
江
ら
と
と
も
に
河
口
荘
細
呂
宜
上
方
・

坪
江
郷
鶴
丸
名
へ
乱
入
す
る
。
代
官
の
大
館
教
氏
よ
り
知
ら
せ
を
受
け
た
尋
尊
は
、
そ
の
排

除
に
向
け
て
幕
府
に
働
き
か
け
て
い
る
と
返
答
し
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄

三
年
三
月
一
五
日
条
）。
な
お
、
大
館
は
そ
の
後
、
過
年
度
分
の
未
進
・
不
法
を
理
由
に
代

官
職
を
改
替
さ
れ
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
八
月
八
日
条
）。

五
月
に
は
、
幕
府
の
命
を
受
け
た
能
登
・
越
中
の
軍
勢
が
甲
斐
方
に
加
勢
し
、
利
真
以
下

の
守
護
方
は
自
ら
館
に
火
を
放
っ
て
没
落
し
た
。
二
五
日
に
は
能
登
・
越
中
・
加
賀
の
軍
勢

が
河
口
荘
に
乱
入
し
、
上
意
と
号
し
て
乱
暴
狼
藉
を
尽
く
す
。
荘
民
ら
は
以
前
幕
府
よ
り
獲

得
し
た
制
札
を
み
せ
た
が
、
軍
勢
ら
は
ま
っ
た
く
承
知
せ
ず
、
押
領
を
や
め
な
か
っ
た

（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
五
月
二
一
日
・
六
月
一
日
条
、
河
口
庄
惣
百
姓
等
申
状

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
紙
背
文
書
』
一
―
七
九
九
）。

利
真
ら
は
七
月
に
長
崎
に
陣
を
敷
き
、
河
口
荘
十
郷
の
年
貢
を
催
促
す
る
（『
大
乗
院
寺

社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
七
月
二
八
日
条
）。
長
崎
は
河
口
荘
に
ほ
ど
近
く
、
失
地
回
復
の
足

が
か
り
と
し
て
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
八
月
一
一
日
、
和
田
（
福
井
市
）
に
て
守
護

方
と
甲
斐
方
の
合
戦
が
あ
り
、
利
真
の
兄
弟
・
父
子
五
名
を
は
じ
め
、
守
護
方
の
主
だ
っ
た

武
将
が
数
多
く
討
死
し
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
八
月
一
八
日
条
）。
甲
斐
常

治
も
こ
の
合
戦
の
最
中
に
没
し
、
甲
斐
敏
光
の
子
が
越
前
の
守
護
代
に
任
命
さ
れ
る
（『
大

乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
八
月
一
三
日
条
）。
利
真
ら
の
闕
所
分
は
、
幕
府
御
倉
奉
行

の
籾
井
信
久
に
与
え
ら
れ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
九
月
一
七
日
条
）。
ま

た
、
こ
の
戦
い
で
朝
倉
孝
景
は
、
守
護
方
に
つ
い
た
朝
倉
氏
の
庶
流
を
討
ち
取
り
、
一
族
内

人
奉
書
で
命
じ
て
い
る
（『
教
覚
私
要
鈔
』
長
禄
二
年
九
月
二
二
日
条
）。
と
こ
ろ
が
、
現
地

に
打
ち
入
っ
た
堀
江
利
真
は
荘
園
の
代
官
職
を
競
望
し
、
河
口
郷
に
関
し
て
は
斯
波
義
敏
の

判
物
が
な
け
れ
ば
命
令
に
従
え
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
時
、
教
覚
は
光
明
院
隆
秀
に
長
崎

荘
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
（『
教
覚
私
要
鈔
』
長
禄
二
年
一
〇
月
二
日
条
）。
詳
細

は
不
明
だ
が
、
長
崎
荘
も
堀
江
氏
の
勢
力
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
時
代
は

下
る
が
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
九
月
、
長
崎
荘
の
年
貢
が
「
借
物
」
と
称
し
て
押
領
さ

れ
る
事
態
と
な
り
、
尋
尊
は
「
堀
方
」
に
年
貢
の
納
入
を
命
じ
る
よ
う
に
と
朝
倉
孝
景
（
英

林
）
へ
奉
書
を
出
し
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
寛
正
二
年
九
月
晦
日
条
）。
こ
の

「
堀
方
」
は
堀
江
氏
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
当
時
、
堀
江
氏
が
長
崎
荘
の
代
官
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
（
佐
藤
　
二
〇
一
四
）。

一
一
月
二
〇
日
、
甲
斐
勢
が
加
賀
国
よ
り
攻
め
入
り
、
金
津
以
下
を
焼
き
払
い
、
堀
江
利

真
の
城
を
包
囲
し
た
。
籠
城
戦
は
三
日
間
に
及
ん
だ
が
、
三
日
目
に
堀
江
方
が
城
か
ら
打
ち

出
で
、
敵
方
の
大
将
で
あ
る
堀
江
の
舎
弟
ら
を
討
ち
取
っ
た
（『
教
覚
私
要
鈔
』
長
禄
二
年

一
二
月
五
日
条
）。
近
世
の
「
越
前
国
古
城
跡
并
館
屋
敷
蹟
」（
杉
原
・
松
浦
編
　
一
九
七

一
）
に
よ
る
と
、
堀
江
氏
の
館
は
当
初
番
田
村
（
あ
わ
ら
市
番
田
）
に
あ
り
、
そ
の
後
中
番

村
、
そ
し
て
下
番
村
へ
と
移
っ
た
と
い
う
。
こ
の
う
ち
中
番
と
下
番
の
館
は
一
体
で
あ
り
、

永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）、
朝
倉
氏
の
嫌
疑
を
受
け
て
加
賀
へ
逃
れ
る
直
前
に
は
、
堀
江

氏
は
中
番
・
下
番
の
館
に
い
た
と
松
原
は
推
定
し
て
い
る
（
松
原
　
一
九
七
一
）。
長
禄
期

の
城
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
確
定
し
が
た
い
が
、
い
ず
れ
も
金
津
か
ら
は
三
キ
ロ
ほ
ど
し
か

離
れ
て
お
ら
ず
、
先
の
史
料
の
叙
述
と
も
符
合
す
る
。
も
っ
と
も
、
ど
ち
ら
も
竹
田
川
流
域

沿
い
の
平
地
城
館
で
あ
り
、
三
日
間
も
の
籠
城
に
耐
え
う
る
堅
城
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
ほ
ど
遠

い
。
堀
江
側
の
防
衛
体
制
も
踏
ま
え
つ
つ
、
当
時
の
攻
城
戦
の
実
態
を
探
る
必
要
が
あ
ろ

う
。翌

正
月
、
利
真
は
土
一
揆
を
催
し
、
豊
原
寺
（
坂
井
市
）
を
攻
め
た
。
豊
原
寺
は
泰
澄
開
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で
の
主
導
権
を
確
立
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
の
戦
国
大
名
化
の
端
緒
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
（
佐
藤
　
二
〇
一
四
）。

こ
の
長
禄
の
変
の
最
中
に
、
称
念
寺
は
室
町
幕
府
の
祈
願
所
と
な
っ
て
い
る
。
長
禄
二
年

一
二
月
二
六
日
、
足
利
義
政
は
称
念
寺
と
光
明
院
を
祈
願
所
と
し
、
寺
領
を
安
堵
し
た

（「
称
念
寺
文
書
」
二
﹇
福
井
県
　
一
九
八
四
﹈）。
セ
ッ
ト
の
寺
領
目
録
（「
称
念
寺
文
書
」

三
）
に
は
、
称
念
寺
・
光
明
院
と
諸
塔
頭
領
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
称
念
寺
の
経
済

基
盤
が
わ
か
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、「
称
念
寺
諸
塔
頭
領
」
以
下
の
書
き

上
げ
は
塔
頭
の
所
領
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
前
に
五
行
分
の
書
き
上
げ
が
あ

り
、
文
字
が
摺
り
消
さ
れ
た
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
も
と
の
記
載
は
判
読
で
き
な
い
も
の

の
、
標
題
に
「
越
前
国
長
崎
称
念
寺
并
光
明
院
寺
領
塔
頭
惣
（
目
録
ヵ
）

﹇
　
　
﹈」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
五
行
分
は
光
明
院
の
所
領
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
前
の
書
き
上
げ
が
称
念
寺
の
所
領
で

あ
る
と
判
断
で
き
る
。
文
字
の
摺
り
消
し
は
、
本
来
光
明
院
の
所
領
で
あ
っ
た
部
分
を
称
念

寺
の
所
領
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
せ
る
た
め
の
情
報
操
作
で
あ
ろ
う
。

個
々
の
所
領
は
、「
船
寄
郷
六
万
名
田
畠
玖
丁
四
段
」
の
よ
う
に
、
①
荘
・
郷
名
、
②
名

な
い
し
村
・
町
の
呼
称
、
③
土
地
種
別
、
④
面
積
、
の
順
に
表
記
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
①

は
「
同
」
と
略
記
な
い
し
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
①
単
位
で
所
領
を
把
握
す
る
傾
向
が

読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
、
上
記
の
原
則
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
地
名
が
離
れ
て

登
場
す
る
こ
と
も
あ
る
。
②
は
現
在
の
地
名
に
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
、
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
の
比
定
は
現
状
で
は
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
①
と
所
在
が
判
明
し
た
②
を
も
と
に
、
当
時
の
寺
領
の
広
が
り
を
大
ま
か
に
探

る
こ
と
に
し
た
。
表
は
、
目
録
に
み
え
る
地
名
を
一
覧
化
し
、
比
定
の
根
拠
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
の
が
図
２
で
あ
る
。
お
お
む
ね
長
崎
の
周
辺
に

寺
領
が
集
中
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
よ
う
。
九
頭
竜
川
の
下
流
域
に
寺
領
が
み
ら
れ
な

い
の
は
、
他
の
荘
園
や
堀
江
氏
な
ど
の
在
地
領
主
の
勢
力
範
囲
と
重
な
る
た
め
で
あ
ろ
う

寺領惣目録にみる室町期の称念寺領
地名 称念寺 光明院 諸塔頭 所在

船寄郷 〇 〇 坂井市丸岡町舟寄付近。

福島 〇 坂井市坂井町福島。

長畝郷 〇 〇 坂井市丸岡町長畝付近。但馬は長畝郷に含まれる。

河口新荘 〇 〇 坂井市坂井町新庄付近か。河口荘は坂井市坂井町からあわら市南西部にかけての
荘園で、興福寺・春日社領。

徳分田 〇 坂井市坂井町徳分田。

但馬 〇 坂井市坂井町田島付近か。長畝郷の一部。

榎富中荘 〇 〇 坂井市春江町江留中付近か。榎富荘は江留上・江留中・江留下一帯に比定される
王家領。

長崎荘 〇 〇 〇 坂井市丸岡町長崎付近。四条家と興福寺が領有をめぐって争う。

河合荘 〇 〇 福井市河合勝見町・河合鷲塚一帯に比定。王家および醍醐寺・仁和寺領。

義万 〇 〇 坂井市丸岡町儀間。小島郷の一部。

小島郷 〇 坂井市丸岡町八ツ口・寅国・儀間一帯に比定。

西長田 〇 坂井市春江町西長田。

篠和田荘 〇 坂井市丸岡町笹和田付近。

細呂木郷 〇 あわら市細呂木付近。河口荘の一部。

金津 〇 旧金津町（現あわら市）。

榎富上荘 〇 坂井市春江町江留上付近か。榎富荘は江留上・江留中・江留下一帯に比定される
王家領。

布施田郷 〇 福井市布施田町。

榎富下荘 〇 坂井市春江町江留下付近か。榎富荘は江留上・江留中・江留下一帯に比定される
王家領。

地名の比定は（平凡社　1981、福井県　1994）によった。
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と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
将
軍
の
命
に
よ
り
、
守
護
斯
波

氏
の
奉
書
も
発
給
さ
れ
る
と
あ
り
、
称
念
寺
が
幕
府
・
守
護
の
双

方
か
ら
庇
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

田
中
純
子
に
よ
る
と
、
室
町
期
に
は
遊
行
が
十
分
に
機
能
し
な

く
な
り
、
商
人
た
ち
を
中
心
と
し
た
時
衆
の
広
が
り
は
次
第
に
衰

退
し
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
称
念
寺
は
、
興
福
寺
の
伝
手
を
頼
っ

て
幕
府
に
接
近
し
、
祈
願
所
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
特
権
化
を
志

向
し
た
。
ま
た
、
称
念
寺
と
と
も
に
祈
願
所
と
な
っ
た
光
触
寺

（
河
口
荘
兵
庫
郷
）
と
光
称
寺
（
長
船
郷
河
和
田
）
は
、
大
乗
院

領
の
荘
官
と
な
る
こ
と
で
経
営
の
安
定
化
を
図
る
（
田
中
　
二
〇

〇
〇
）。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
後
期
の
時
衆
は
衰
退
の
局
面
に
あ

り
、
祈
願
所
化
は
そ
う
し
た
危
機
へ
の
対
応
策
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

称
念
寺
が
祈
願
所
化
に
向
け
て
具
体
的
な
行
動
を
と
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
長
禄
の
変
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
坂
北
郡
は
斯

波
方
の
主
力
で
あ
っ
た
堀
江
利
真
が
拠
点
を
構
え
た
こ
と
も
あ

り
、
し
ば
し
ば
甲
斐
方
と
の
間
で
抗
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
甲

斐
に
与
同
す
る
北
国
の
勢
力
は
ま
ず
坂
北
郡
に
進
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
節
で
み
た
新

田
方
・
斯
波
両
勢
の
戦
争
と
同
様
の
構
図
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
優
勢
に
な
っ
て
も
、
武
家
方

に
蹂
躙
さ
れ
た
荘
園
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に

し
た
称
念
寺
は
、
寺
領
を
守
る
た
め
に
公
権
力
の
保
護
を
積
極
的
に
求
め
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。『
福
井
県
史
』
は
「
い
わ
ゆ
る
長
禄
合
戦
に
よ
っ
て
混
乱
し
て
い
る
越
前
に
対
し

て
直
接
支
配
権
を
強
め
よ
う
と
し
た
幕
府
の
意
図
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
称
念
寺
も
こ

れ
に
応
じ
、
以
後
毎
年
将
軍
に
礼
物
を
進
め
て
寺
領
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
」（
福
井

か
。
図
中
の
黒
枠
で
囲
ん
だ
地
名
は
、
諸
塔
頭
領
が
含
ま
れ
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
諸
塔
頭
領

は
、
称
念
寺
や
光
明
院
の
所
領
に
比
べ
て
外
縁
部
に
位
置
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
こ
か
ら
、

称
念
寺
と
光
明
院
が
周
辺
に
寺
領
を
構
え
、
後
に
塔
頭
が
そ
の
外
側
に
所
領
を
獲
得
し
て

い
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

祈
願
所
へ
の
認
定
を
機
に
、
称
念
寺
は
縁
起
と
置
文
（「
称
念
寺
文
書
」
四
・
五
）
を
と

り
ま
と
め
た
。
置
文
に
は
、
一
代
限
り
の
安
堵
で
は
支
証
と
し
て
軽
い
の
で
、
将
軍
の
代
ご

と
に
継
目
の
御
判
を
賜
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
将
軍
と
政
所
の
伊
勢
氏
へ
毎
年
贈
答
す
る
こ

図２　  称念寺領の分布（明治期の5万分1地形図に加筆）
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そ
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位
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こ
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が
で
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が
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に
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て
具
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的
な
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動
を
と
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け
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の
は
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で
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時
、
坂
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は
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で
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堀
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が
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点
を
構
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た
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あ

り
、
し
ば
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ば
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方
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で
抗
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甲

斐
に
与
同
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る
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の
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力
は
ま
ず
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に
進
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
節
で
み
た
新

田
方
・
斯
波
両
勢
の
戦
争
と
同
様
の
構
図
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
優
勢
に
な
っ
て
も
、
武
家
方

に
蹂
躙
さ
れ
た
荘
園
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に

し
た
称
念
寺
は
、
寺
領
を
守
る
た
め
に
公
権
力
の
保
護
を
積
極
的
に
求
め
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。『
福
井
県
史
』
は
「
い
わ
ゆ
る
長
禄
合
戦
に
よ
っ
て
混
乱
し
て
い
る
越
前
に
対
し

て
直
接
支
配
権
を
強
め
よ
う
と
し
た
幕
府
の
意
図
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
称
念
寺
も
こ

れ
に
応
じ
、
以
後
毎
年
将
軍
に
礼
物
を
進
め
て
寺
領
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
」（
福
井

か
。
図
中
の
黒
枠
で
囲
ん
だ
地
名
は
、
諸
塔
頭
領
が
含
ま
れ
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
諸
塔
頭
領

は
、
称
念
寺
や
光
明
院
の
所
領
に
比
べ
て
外
縁
部
に
位
置
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
こ
か
ら
、

称
念
寺
と
光
明
院
が
周
辺
に
寺
領
を
構
え
、
後
に
塔
頭
が
そ
の
外
側
に
所
領
を
獲
得
し
て

い
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

祈
願
所
へ
の
認
定
を
機
に
、
称
念
寺
は
縁
起
と
置
文
（「
称
念
寺
文
書
」
四
・
五
）
を
と

り
ま
と
め
た
。
置
文
に
は
、
一
代
限
り
の
安
堵
で
は
支
証
と
し
て
軽
い
の
で
、
将
軍
の
代
ご

と
に
継
目
の
御
判
を
賜
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
将
軍
と
政
所
の
伊
勢
氏
へ
毎
年
贈
答
す
る
こ

図２　  称念寺領の分布（明治期の5万分1地形図に加筆）
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内
に
は
甲
斐
方
に
通
じ
る
者
も
残
っ
て
い
た
。
尋
尊
の
舎
弟
で
仁
和
寺
相
応
院
門
主
の
恵
助

が
河
合
荘
に
在
国
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
代
官
の
安
井
宗
信
が
甲
斐
方
に
通
じ
て
い
る
と
し
て

朝
倉
方
よ
り
処
罰
さ
れ
よ
う
と
し
た
た
め
、
恵
助
は
文
明
四
年
中
に
豊
原
寺
へ
没
落
し
て
い

る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
五
年
正
月
二
〇
日
条
）。

文
明
五
年
四
月
三
日
、
甲
斐
氏
は
西
軍
方
大
名
の
合
力
を
得
て
越
前
国
に
入
る
（『
大
乗

院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
五
年
四
月
一
二
日
条
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
孝
景
は
同
八
日
付
で
次

の
よ
う
な
文
書
を
称
念
寺
宛
に
出
し
た
（「
称
念
寺
文
書
」
七
）。

称
念
寺
の
こ
と
は
、
牢
人
が
攻
め
て
き
た
際
に
寺
内
に
立
て
籠
も
る
の
で
、
他
所
に
引

き
移
し
、
寺
号
は
元
の
通
り
長
崎
称
念
寺
と
称
さ
れ
よ
。
光
明
院
に
つ
い
て
は
、
元
の

場
所
に
残
し
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
綸
旨
や
将
軍

の
御
判
以
下
古
今
一
々
の
証
文
な
ど
の
内
容
に
従
い
、
寺
領
・
古
屋
敷
な
ど
は
す
べ
て

元
の
通
り
、
少
し
も
相
違
な
く
知
行
し
、
所
々
の
領
主
の
違
乱
を
止
め
、
心
を
込
め
て

祈
念
す
べ
き
で
あ
る
。
命
令
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
文
書
に
は
、
検
討
を
要
す
る
点
が
多
々
あ
る
。
ま
ず
形
式
面
で
は
、
書
留
文
言
が

「
仍
執
達
如
件
」
な
の
で
奉
書
と
な
る
。「
残
し
置
か
る
べ
き
と
云
々
」
と
伝
聞
調
で
あ
る
の

も
、
孝
景
が
上
位
者
の
命
を
受
け
た
形
式
を
示
し
て
い
る
。
で
は
、
孝
景
は
誰
の
意
向
を
奉

じ
た
の
か
。
当
時
の
政
治
的
な
立
場
を
踏
ま
え
る
と
、
斯
波
義
敏
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
先
述
の
通
り
義
敏
と
孝
景
の
関
係
は
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
く
、
実
際
に

孝
景
が
義
敏
の
意
向
を
う
か
が
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
松
原
信
之
は
、
孝
景
が
将
軍
家
の

意
向
を
独
自
に
受
け
た
形
式
で
、
守
護
権
を
行
使
し
た
と
評
価
し
た
（
松
原
　
二
〇
〇
八
）。

だ
が
、
幕
府
―
守
護
の
命
令
伝
達
は
管
領
の
施
行
状
を
守
護
が
遵
行
す
る
形
が
一
般
的
で
あ

り
、
守
護
が
将
軍
の
意
を
受
け
て
奉
書
を
出
す
こ
と
は
な
い
。
実
態
は
と
も
か
く
、
朝
倉
氏

が
主
家
で
あ
る
斯
波
氏
の
意
を
奉
じ
る
形
式
が
選
択
さ
れ
た
と
み
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

戦
国
期
の
守
護
家
・
守
護
代
家
の
奉
書
に
は
、
当
主
で
は
な
く
署
判
者
の
意
向
が
強
く
反

県
　
一
九
八
四
）
と
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
幕
府
側
の
意
向
を
重
視
し
て
い
る
。
し
か

し
、
幕
府
が
越
前
国
の
直
接
経
営
に
乗
り
出
し
た
形
跡
は
う
か
が
え
ず
、
基
本
的
に
は
称
念

寺
の
側
が
積
極
的
に
働
き
か
け
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
祈
願
所
に
認
定
さ
れ
た
後
も
、
堀
江
利
真
が
長
崎
に
在
陣
す
る
な
ど
、
称
念
寺

は
度
々
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
傾
向
が
最
も
顕
著
に
な
る
の
が
、
次
に
み

る
応
仁
・
文
明
の
乱
時
で
あ
る
。

３
　
応
仁
・
文
明
の
乱
と
称
念
寺
の
移
転
要
請

斯
波
家
の
家
督
を
め
ぐ
る
義
敏
・
義
廉
の
争
い
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
の
主
要
な
対
立
軸

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
義
廉
方
の
主
力
で
あ
っ
た
朝
倉
孝
景
は
、
足

利
義
政
の
誘
い
を
受
け
て
東
軍
方
に
つ
き
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
閏
一
〇
月
に
越
前
国

へ
下
向
し
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
応
仁
二
年
閏
一
〇
月
一
四
日
条
）。
文
明
三
年
（
一

四
七
一
）
七
月
に
は
西
軍
方
の
甲
斐
氏
と
戦
っ
て
敗
北
す
る
が
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

文
明
三
年
八
月
五
日
条
）、
八
月
の
鯖
江
上
野
・
新
庄
の
戦
い
に
は
勝
ち
、
府
中
を
制
圧
す

る
（「
当
国
御
陣
之
次
第
」﹇
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
　
二
〇
〇
八
﹈）。
九
月

に
は
義
敏
方
の
牢
人
ら
が
長
崎
に
夜
討
ち
を
か
け
、
悉
く
焼
き
払
っ
た
。
こ
の
時
、
朝
倉
方

は
国
内
の
要
地
を
押
さ
え
て
い
た
も
の
の
、
支
配
領
域
の
広
さ
で
は
甲
斐
方
が
勝
っ
て
い

た
。
義
敏
の
家
臣
た
ち
は
朝
倉
氏
と
共
闘
し
て
い
た
が
、
義
敏
自
身
は
い
ま
だ
朝
倉
氏
と
与

同
し
て
い
な
か
っ
た
（
佐
藤
　
二
〇
一
四
）。

翌
八
月
二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
の
戦
争
で
、
甲
斐
方
は
再
び
朝
倉
氏
に
敗
れ
、
国
外
に

逃
れ
る
。
甲
斐
の
「
下
方
衆
」
は
三
千
人
ほ
ど
で
長
崎
荘
に
籠
も
る
が
、
八
日
に
朝
倉
方
が

七
千
人
ほ
ど
の
軍
勢
に
よ
っ
て
こ
れ
を
包
囲
し
、
合
戦
と
な
っ
た
。
朝
倉
方
は
一
〇
日
に
は

河
口
・
坪
江
な
ど
に
乱
入
し
、
越
前
国
で
の
勝
利
を
確
実
な
も
の
と
す
る
。
甲
斐
は
加
賀
国

へ
逃
れ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
四
年
八
月
一
七
日
・
二
八
日
条
）。
た
だ
し
、
国
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し
て
い
る
。
翌
四
月
、
甲
斐
勢
が
再
び
越
前
に
入
国
し
、
孝
景
は
同
様
の
事
態
を
懸
念
し
た

の
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
移
転
要
請
の
眼
目
は
、
長
崎
を
敵
方
に
軍
事
占
拠
さ
せ
な
い
こ

と
に
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
移
転
に
よ
り
、
称
念
寺
を
戦
禍
か
ら
遠
ざ
け
る
と
い
う
寺
側

へ
の
配
慮
も
読
み
取
れ
な
く
は
な
い
が
、
一
義
的
に
は
朝
倉
氏
の
軍
事
戦
略
に
沿
っ
た
要
請

と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
称
念
寺
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な

い
。
だ
が
、
中
世
の
文
書
で
は
、
受
給
者
の
利
益
に
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
（
そ
の
た
め
、

発
給
者
に
は
多
額
の
礼
銭
が
支
払
わ
れ
る
）
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
本
文
書
の
よ
う
に
発
給

者
側
の
要
請
が
一
方
的
に
示
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
と
い
え
る
。
後
半
で
は
寺
領
な
ど
の
安
堵

の
方
針
が
示
さ
れ
、
称
念
寺
の
権
益
の
保
証
が
謳
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
寺
地
の
移
転
自
体

は
称
念
寺
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
両
勢
よ
り
禁
制
を
獲
得
し
、
軍
勢

の
駐
留
や
乱
妨
狼
藉
を
回
避
す
る
の
が
通
常
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
い

ほ
ど
事
態
が
緊
迫
し
て
お
り
、
称
念
寺
は
不
本
意
な
要
請
を
容
れ
て
で
も
生
き
残
り
を
図
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
光
明
院
は
現
地
に
残
し
置
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
光
明
院
は
莫
大
な
財
を
お

さ
め
た
蔵
を
主
体
と
し
、
称
念
寺
に
付
属
し
て
そ
の
寺
院
財
政
を
支
え
た
（
橘
　
一
九
八

三
）。
ま
た
、
長
崎
荘
は
興
福
寺
光
明
院
領
と
し
て
み
え
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明

一
一
年
一
二
月
一
三
日
条
な
ど
）。
田
中
は
、
称
念
寺
の
祈
願
所
化
に
際
し
て
、
長
崎
の
光

明
院
衆
が
使
節
を
つ
と
め
た
こ
と
に
着
目
し
、
興
福
寺
の
力
添
え
を
想
定
し
た
（
田
中
　
二

〇
〇
〇
）。
黄
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
興
福
寺
院
家
の
光
明
院
と
称
念
寺
塔
頭
の
光
明
院
は

別
物
で
あ
る
が
（
黄
　
二
〇
二
〇
）、
称
念
寺
方
の
光
明
院
が
都
鄙
を
媒
介
す
る
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
は
こ
こ
か
ら
指
摘
で
き
よ
う
。
長
崎
荘
の
経
営
の
実
態
は
不
明
だ
が
、
光
明
院

が
現
地
で
何
ら
か
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

興
福
寺
光
明
院
は
、
四
条
家
の
氏
寺
で
あ
る
東
山
善
勝
寺
の
別
当
を
つ
と
め
、
長
崎
荘
は

映
さ
れ
て
い
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
矢
田
　
二
〇
〇
四
）。
本
文
書
も
、
実
際
に
は
孝
景

自
身
の
意
向
に
基
づ
い
て
発
給
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
奉
書
の
形
式
を
と
っ
た
の
は
、
朝

倉
氏
が
対
外
的
に
は
斯
波
氏
家
臣
の
立
場
を
脱
し
て
い
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は

な
い
か
。
こ
れ
に
関
わ
っ
て
、
文
明
三
年
の
甲
斐
氏
と
の
緒
戦
で
は
、
孝
景
は
「
国
司
」
と

称
し
、
立
烏
帽
子
・
狩
衣
姿
で
殿
上
人
と
し
て
振
る
舞
い
、
国
衆
の
反
発
を
招
い
た
と
い
う

（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
三
年
八
月
五
日
条
）。
戦
国
期
は
下
剋
上
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
実
際
に
は
家
格
秩
序
が
根
強
く
残
存
し
、
い
か
に
実
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
身
分

不
相
応
な
振
る
舞
い
は
周
囲
の
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
越
前
に
下
っ
た
孝
景
は
そ
の
こ

と
を
痛
感
し
、
文
書
の
形
式
に
も
注
意
を
払
っ
た
の
だ
ろ
う
。

次
に
内
容
面
で
は
、
称
念
寺
の
移
転
を
め
ぐ
っ
て
評
価
が
わ
か
れ
て
い
る
。『
丸
岡
町
史
』

は
、
劒
岳
の
東
山
（
あ
わ
ら
市
）
の
岩
ヶ
谷
に
称
念
寺
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
、
五
輪
塔

や
礎
石
な
ど
が
残
存
す
る
こ
と
か
ら
、
孝
景
の
勧
告
に
従
い
移
転
が
実
現
し
た
と
論
じ
て
い

る
（
丸
岡
町
　
一
九
六
七
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
松
原
は
長
崎
城
の
歴
史
に
触
れ
る
な
か
で
、

移
転
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
松
原
　
一
九
七
一
）。
佐
藤
圭
は
、
現
在
の
称

念
寺
が
旧
北
陸
道
よ
り
東
に
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
は
街
道

沿
い
に
あ
り
、
こ
の
時
に
移
転
さ
れ
た
と
評
価
し
た
（
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料

館
　
二
〇
〇
四
、
佐
藤
　
二
〇
一
四
）。

称
念
寺
に
現
存
す
る
文
書
か
ら
は
、
寺
の
所
在
を
知
る
手
が
か
り
は
得
ら
れ
ず
、
い
ず
れ

も
決
定
打
に
欠
け
る
。
後
述
す
る
長
崎
遺
跡
の
遺
構
が
称
念
寺
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
佐
藤
の
よ
う
に
現
在
の
寺
地
を
一
五
世
紀
後
半
以
降
と
み
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
少
し
観
点
を
変
え
て
、
孝
景
が
移
転
を
命
じ
た
意
図
を
史
料
の
文
言
か
ら
探
る
こ

と
に
し
た
い
。

孝
景
は
、「
牢
人
出
張
の
時
、
寺
内
に
楯
籠
も
る
」
こ
と
を
移
転
の
理
由
と
し
て
い
る
。

実
際
に
文
明
四
年
八
月
に
は
、
甲
斐
勢
が
長
崎
荘
に
立
て
籠
も
り
、
朝
倉
氏
が
こ
れ
を
撃
退
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し
て
い
る
。
翌
四
月
、
甲
斐
勢
が
再
び
越
前
に
入
国
し
、
孝
景
は
同
様
の
事
態
を
懸
念
し
た

の
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
移
転
要
請
の
眼
目
は
、
長
崎
を
敵
方
に
軍
事
占
拠
さ
せ
な
い
こ

と
に
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
移
転
に
よ
り
、
称
念
寺
を
戦
禍
か
ら
遠
ざ
け
る
と
い
う
寺
側

へ
の
配
慮
も
読
み
取
れ
な
く
は
な
い
が
、
一
義
的
に
は
朝
倉
氏
の
軍
事
戦
略
に
沿
っ
た
要
請

と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
称
念
寺
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な

い
。
だ
が
、
中
世
の
文
書
で
は
、
受
給
者
の
利
益
に
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
（
そ
の
た
め
、

発
給
者
に
は
多
額
の
礼
銭
が
支
払
わ
れ
る
）
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
本
文
書
の
よ
う
に
発
給

者
側
の
要
請
が
一
方
的
に
示
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
と
い
え
る
。
後
半
で
は
寺
領
な
ど
の
安
堵

の
方
針
が
示
さ
れ
、
称
念
寺
の
権
益
の
保
証
が
謳
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
寺
地
の
移
転
自
体

は
称
念
寺
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
両
勢
よ
り
禁
制
を
獲
得
し
、
軍
勢

の
駐
留
や
乱
妨
狼
藉
を
回
避
す
る
の
が
通
常
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
い

ほ
ど
事
態
が
緊
迫
し
て
お
り
、
称
念
寺
は
不
本
意
な
要
請
を
容
れ
て
で
も
生
き
残
り
を
図
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
光
明
院
は
現
地
に
残
し
置
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
光
明
院
は
莫
大
な
財
を
お

さ
め
た
蔵
を
主
体
と
し
、
称
念
寺
に
付
属
し
て
そ
の
寺
院
財
政
を
支
え
た
（
橘
　
一
九
八

三
）。
ま
た
、
長
崎
荘
は
興
福
寺
光
明
院
領
と
し
て
み
え
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明

一
一
年
一
二
月
一
三
日
条
な
ど
）。
田
中
は
、
称
念
寺
の
祈
願
所
化
に
際
し
て
、
長
崎
の
光

明
院
衆
が
使
節
を
つ
と
め
た
こ
と
に
着
目
し
、
興
福
寺
の
力
添
え
を
想
定
し
た
（
田
中
　
二

〇
〇
〇
）。
黄
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
興
福
寺
院
家
の
光
明
院
と
称
念
寺
塔
頭
の
光
明
院
は

別
物
で
あ
る
が
（
黄
　
二
〇
二
〇
）、
称
念
寺
方
の
光
明
院
が
都
鄙
を
媒
介
す
る
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
は
こ
こ
か
ら
指
摘
で
き
よ
う
。
長
崎
荘
の
経
営
の
実
態
は
不
明
だ
が
、
光
明
院

が
現
地
で
何
ら
か
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

興
福
寺
光
明
院
は
、
四
条
家
の
氏
寺
で
あ
る
東
山
善
勝
寺
の
別
当
を
つ
と
め
、
長
崎
荘
は

映
さ
れ
て
い
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
矢
田
　
二
〇
〇
四
）。
本
文
書
も
、
実
際
に
は
孝
景

自
身
の
意
向
に
基
づ
い
て
発
給
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
奉
書
の
形
式
を
と
っ
た
の
は
、
朝

倉
氏
が
対
外
的
に
は
斯
波
氏
家
臣
の
立
場
を
脱
し
て
い
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は

な
い
か
。
こ
れ
に
関
わ
っ
て
、
文
明
三
年
の
甲
斐
氏
と
の
緒
戦
で
は
、
孝
景
は
「
国
司
」
と

称
し
、
立
烏
帽
子
・
狩
衣
姿
で
殿
上
人
と
し
て
振
る
舞
い
、
国
衆
の
反
発
を
招
い
た
と
い
う

（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
三
年
八
月
五
日
条
）。
戦
国
期
は
下
剋
上
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
実
際
に
は
家
格
秩
序
が
根
強
く
残
存
し
、
い
か
に
実
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
身
分

不
相
応
な
振
る
舞
い
は
周
囲
の
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
越
前
に
下
っ
た
孝
景
は
そ
の
こ

と
を
痛
感
し
、
文
書
の
形
式
に
も
注
意
を
払
っ
た
の
だ
ろ
う
。

次
に
内
容
面
で
は
、
称
念
寺
の
移
転
を
め
ぐ
っ
て
評
価
が
わ
か
れ
て
い
る
。『
丸
岡
町
史
』

は
、
劒
岳
の
東
山
（
あ
わ
ら
市
）
の
岩
ヶ
谷
に
称
念
寺
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
、
五
輪
塔

や
礎
石
な
ど
が
残
存
す
る
こ
と
か
ら
、
孝
景
の
勧
告
に
従
い
移
転
が
実
現
し
た
と
論
じ
て
い

る
（
丸
岡
町
　
一
九
六
七
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
松
原
は
長
崎
城
の
歴
史
に
触
れ
る
な
か
で
、

移
転
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
松
原
　
一
九
七
一
）。
佐
藤
圭
は
、
現
在
の
称

念
寺
が
旧
北
陸
道
よ
り
東
に
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
は
街
道

沿
い
に
あ
り
、
こ
の
時
に
移
転
さ
れ
た
と
評
価
し
た
（
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料

館
　
二
〇
〇
四
、
佐
藤
　
二
〇
一
四
）。

称
念
寺
に
現
存
す
る
文
書
か
ら
は
、
寺
の
所
在
を
知
る
手
が
か
り
は
得
ら
れ
ず
、
い
ず
れ

も
決
定
打
に
欠
け
る
。
後
述
す
る
長
崎
遺
跡
の
遺
構
が
称
念
寺
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
佐
藤
の
よ
う
に
現
在
の
寺
地
を
一
五
世
紀
後
半
以
降
と
み
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
少
し
観
点
を
変
え
て
、
孝
景
が
移
転
を
命
じ
た
意
図
を
史
料
の
文
言
か
ら
探
る
こ

と
に
し
た
い
。

孝
景
は
、「
牢
人
出
張
の
時
、
寺
内
に
楯
籠
も
る
」
こ
と
を
移
転
の
理
由
と
し
て
い
る
。

実
際
に
文
明
四
年
八
月
に
は
、
甲
斐
勢
が
長
崎
荘
に
立
て
籠
も
り
、
朝
倉
氏
が
こ
れ
を
撃
退
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理
に
長
け
た
光
明
院
の
よ
う
な
存
在
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
光
明
院
は
、
称
念
寺
の
財
政
を
司
る
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
長
崎
荘
経

営
の
観
点
か
ら
興
福
寺
・
朝
倉
氏
の
双
方
が
注
目
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
光
明
院
を
残

し
置
く
措
置
は
、
称
念
寺
領
の
安
堵
と
い
う
建
前
を
取
り
繕
う
上
で
も
、
朝
倉
氏
の
長
崎
荘

へ
の
関
与
を
維
持
す
る
上
で
も
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

４
　
朝
倉
氏
に
よ
る
長
崎
の
軍
事
占
拠

こ
こ
で
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
戦
乱
に
長
崎
が
ど
う
巻
き
込
ま
れ
た
の
か
を
み
て
お

く
。
朝
倉
孝
景
は
、
乱
後
も
斯
波
義
寛
を
擁
す
る
甲
斐
方
と
戦
い
続
け
た
。
文
明
一
一
年
一

一
月
、
義
寛
は
甲
斐
氏
と
と
も
に
、
千
人
ほ
ど
の
軍
勢
に
て
豊
原
寺
に
入
部
し
、
二
宮
氏
ら

も
平
泉
寺
に
入
部
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
寺
内
で
朝
倉
方
に
つ
い
て
い
た
法
師
た
ち
は
没

落
す
る
。
細
呂
宜
に
て
朝
倉
方
と
の
戦
い
が
あ
っ
た
が
、
河
口
・
坪
江
は
無
事
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
豊
原
寺
に
預
け
て
い
た
財
宝
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
斯
波
方
は
長
崎
に

在
陣
し
た
。
国
内
の
路
次
は
朝
倉
方
が
す
べ
て
押
さ
え
て
お
り
、
通
行
時
に
は
朝
倉
氏
の
判

物
が
必
要
と
さ
れ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
一
年
一
一
月
二
七
日
条
）。

翌
一
月
、
甲
斐
勢
は
朝
倉
孝
景
の
嫡
男
氏
景
が
籠
も
る
金
津
の
陣
へ
夜
討
ち
を
か
け
、
重

臣
六
人
を
討
ち
取
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
二
年
二
月
三
日
条
）。
四
月
に
上
洛

し
た
難
波
新
左
衛
門
の
証
言
に
よ
る
と
、
金
津
町
屋
は
焼
け
た
が
、
そ
の
他
の
拠
点
は
氏
景

が
維
持
し
た
。
大
野
は
孝
景
の
弟
光
玖
が
押
さ
え
、
二
、
三
千
の
遊
軍
を
も
っ
て
熊
坂
を
焼

き
払
う
。
そ
の
た
め
、
平
泉
寺
・
豊
原
寺
の
法
師
た
ち
も
次
第
に
朝
倉
方
に
降
参
し
て
い
っ

た
と
い
う
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
二
年
四
月
七
日
条
）。

し
か
し
、
六
月
に
斯
波
の
弟
と
堀
江
の
惣
領
が
義
寛
方
に
つ
く
と
（
佐
藤
　
二
〇
一
四
）、

義
寛
方
は
攻
勢
を
強
め
る
。
七
月
に
は
長
崎
城
を
攻
め
落
と
し
、
氏
景
方
に
あ
っ
た
金
津

城
・
兵
庫
城
・
新
庄
城
は
甲
斐
勢
に
よ
り
焼
き
払
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
九
頭
竜
川
の
北

そ
の
法
会
料
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
光
明
院
が
守
護
方
の
無
沙
汰
と
称

し
て
本
役
を
懈
怠
し
た
た
め
、
法
会
は
途
絶
す
る
。
四
条
家
は
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
に

幕
府
へ
こ
れ
を
訴
え
、
法
会
の
執
行
が
命
じ
ら
れ
る
と
、
四
、
五
年
は
形
式
的
に
執
り
行
わ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
再
び
途
絶
し
た
た
め
、
本
件
は
改
め
て
幕
府
の
法
廷
で
審
理
さ

れ
、
永
正
一
一
年
（
一
五
一
四
）、
別
当
の
変
更
を
命
じ
る
判
決
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
興
福
寺
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
、
四
条
隆
永
の
放
氏
を
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、
長
崎

荘
の
法
会
料
所
は
守
護
の
預
所
役
で
あ
っ
た
が
、
朝
倉
氏
の
入
国
以
来
押
領
さ
れ
続
け
、
善

勝
寺
そ
の
も
の
も
廃
絶
し
て
久
し
い
。
そ
れ
で
も
法
会
自
体
は
従
来
通
り
続
け
て
き
た
。
四

条
家
は
延
徳
期
に
は
幕
府
の
命
を
受
け
て
お
ら
ず
、
偽
り
の
主
張
に
よ
り
不
当
な
判
決
を
引

き
出
そ
う
と
し
て
お
り
、
言
語
道
断
で
あ
る
と
興
福
寺
は
反
駁
す
る
（「
東
山
御
文
庫
記
録
」

『
大
日
本
史
料
』
九
―
五
）。
興
福
寺
の
主
張
に
あ
る
朝
倉
氏
の
入
国
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱

時
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
従
来
、
守
護
と
の
関
係
に
基
づ
い
て
納
入
さ
れ
て
き
た
法
会
料

が
、
朝
倉
氏
の
勢
力
拡
大
と
と
も
に
途
絶
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。
称
念
寺
の
移
転

が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
長
崎
荘
の
年
貢
は
、
一
六
世
紀
半
ば
以
降
も
興
福
寺
方
に
は
納
入
さ
れ
て
い

た
。
朝
倉
義
景
は
興
福
寺
明
星
院
に
宛
て
た
書
状
で
、
長
崎
荘
の
運
送
物
を
例
年
の
よ
う
に

申
し
付
け
た
と
述
べ
て
い
る
。
石
川
美
咲
は
、
こ
の
運
送
物
を
年
貢
な
ど
と
想
定
し
、
当
該

期
に
は
朝
倉
氏
の
関
与
が
な
け
れ
ば
運
送
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
と
し
た
（
石
川
　
二
〇
二

〇
）。
こ
の
評
価
に
異
論
は
な
い
が
、
先
の
法
会
料
の
途
絶
を
踏
ま
え
る
と
、
興
福
寺
は
朝

倉
氏
と
の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
遠
隔
地
荘
園
か
ら
の
収
益
を
確
保
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
と
も
換
言
で
き
よ
う
。
石
川
が
想
定
す
る
よ
う
に
、
こ
の
運
送
物
の
徴
収
は
朝
倉
氏

で
は
な
く
現
地
の
代
官
が
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
倉
氏
は
荘
園
制
下
の
収
取
構
造
を
基

本
的
に
は
否
定
せ
ず
、
そ
の
外
護
者
と
な
る
こ
と
で
越
前
国
内
に
広
く
影
響
力
を
及
ぼ
し

た
。
現
地
の
代
官
は
特
定
で
き
な
い
が
、
興
福
寺
と
の
パ
イ
プ
を
も
ち
、
所
領
や
金
銭
の
管
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文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
三
月
、
敦
賀
郡
司
朝
倉
景
豊
の
貞
景
に
対
す
る
謀
叛
が
発
覚
す

る
。
貞
景
は
四
月
に
数
千
騎
を
率
い
て
敦
賀
城
を
包
囲
し
、
景
豊
は
自
害
し
た
。
孝
景
（
英

林
）
の
四
男
元
景
は
、
娘
婿
で
あ
る
景
豊
を
支
援
し
て
い
た
が
、
救
援
に
間
に
合
わ
な
か
っ

た
（
福
井
県
　
一
九
九
四
、
松
原
　
二
〇
〇
六
）。
元
景
は
加
賀
国
に
入
っ
て
甲
斐
方
と
結

び
、
翌
七
月
、
越
前
国
へ
討
ち
入
り
、
溝
ノ
尾
ま
で
進
出
す
る
。
貞
景
は
長
崎
に
陣
を
敷

き
、
九
月
に
元
景
・
甲
斐
の
連
合
軍
を
打
ち
破
っ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
永
正
元
年

七
月
二
二
日
条
・
同
九
月
二
〇
日
条
、「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。

永
正
三
年
七
月
、
越
前
国
で
一
向
衆
と
甲
斐
の
牢
人
に
よ
る
一
揆
が
蜂
起
し
、
朝
倉
勢
と

戦
っ
て
一
万
人
が
命
を
落
と
す
（『
宣
胤
卿
記
』
永
正
三
年
六
月
二
六
日
条
・
同
七
月
一
六

日
条
）。
こ
の
時
の
一
向
一
揆
は
、
実
如
が
細
川
政
元
の
要
請
を
受
け
、
足
利
義
稙
方
が
主

力
を
占
め
る
北
陸
の
大
名
を
攻
撃
す
る
よ
う
蜂
起
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
、
本
願
寺
の
宗
主

が
命
じ
一
門
衆
が
指
令
す
る
初
め
て
の
広
域
的
な
一
揆
で
あ
っ
た
（
福
井
県
　
一
九
九
四
）。

大
野
で
一
揆
が
蜂
起
す
る
と
、
孝
景
（
英
林
）
末
子
の
教
景
（
宗
滴
）
は
七
月
一
五
日
に
出

陣
し
、
一
七
日
に
赤
坂
で
戦
っ
た
。
そ
の
後
も
岩
屋
・
豊
原
口
河
越
・
黒
丸
・
中
郷
・
芝

原
・
高
木
・
豊
原
竹
田
口
な
ど
で
合
戦
が
あ
り
、
朝
倉
氏
の
一
門
や
有
力
家
臣
ら
の
舞
台
が

方
々
で
一
揆
勢
と
戦
っ
た
（「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。

翌
八
月
、
加
賀
国
の
玄
任
は
、
越
前
の
牢
人
・
一
揆
を
引
き
連
れ
、
釈
迦
堂
口
に
攻
め

入
っ
た
。
朝
倉
氏
は
玄
任
を
討
ち
取
っ
た
後
、
永
正
一
五
年
ま
で
長
崎
の
番
替
を
行
う

（「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。
朝
倉
氏
は
一
揆
勢
の
進
攻
に
備
え
て
、
長
崎
に
番
兵
を
置
い
て
恒

常
的
な
軍
事
拠
点
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
同
時
に
、
朝
倉
氏
は
加
賀
方
面
へ
の
街
道

の
封
鎖
を
行
っ
た
。
永
正
一
五
年
四
月
、
伊
勢
貞
陸
が
足
利
義
稙
の
使
者
と
し
て
越
前
に
下

向
し
、
街
道
閉
鎖
の
弊
害
を
憂
慮
す
る
義
稙
の
意
向
を
伝
え
る
と
、
朝
倉
孝
景
（
宗
淳
）
は

こ
の
措
置
を
解
く
。
同
五
月
、
孝
景
が
笠
松
平
兵
衛
尉
に
宛
て
た
書
状
（「
三
崎
玉
雲
家
文

書
」
六
﹇
福
井
県
　
一
九
八
二
﹈）
に
は
、「
当
役
所
に
於
て
書
状
等
撰
り
候
の
儀
停
止
す
べ

側
で
朝
倉
方
の
城
は
四
、
五
ケ
所
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明

一
二
年
八
月
三
日
条
）。

文
明
一
三
年
八
月
二
六
日
、
孝
景
は
腫
物
が
原
因
で
、
一
乗
谷
に
て
没
す
る
（『
親
元
日

記
』
文
明
一
三
年
八
月
七
日
条
・『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同
二
六
日
条
な
ど
）。
そ
の
後
を

継
い
だ
氏
景
は
、
同
九
月
に
義
寛
と
甲
斐
の
勢
力
を
加
賀
国
へ
追
い
や
っ
た
。
豊
原
寺
と
平

泉
寺
が
朝
倉
方
に
つ
い
た
こ
と
が
、
こ
の
勝
利
に
大
き
く
作
用
し
た
と
い
う
。
氏
景
は
長
崎

の
道
場
へ
出
陣
し
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
三
年
九
月
二
四
日
条
）。

文
明
一
五
年
三
月
、
朝
倉
氏
と
甲
斐
氏
は
い
っ
た
ん
和
睦
す
る
が
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事

記
』
文
明
一
五
年
三
月
三
〇
日
条
）、
翌
一
一
月
に
は
河
口
荘
内
に
両
勢
が
駐
留
し
、
加
賀

国
の
一
向
一
揆
が
甲
斐
方
に
加
勢
す
る
と
の
う
わ
さ
が
立
っ
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事

記
』
文
明
一
六
年
一
一
月
七
日
条
）。
氏
景
は
文
明
一
八
年
七
月
に
亡
く
な
り
（『
大
乗
院
寺

社
雑
事
記
』
文
明
一
八
年
八
月
一
〇
日
条
な
ど
）、
貞
景
が
家
督
に
つ
い
た
。
貞
景
は
長
享

元
年
（
一
四
八
七
）、
足
利
義
尚
の
六
角
征
伐
に
参
陣
す
る
が
、
そ
の
隙
を
つ
い
て
甲
斐
氏

が
入
国
す
る
と
い
う
風
聞
が
あ
り
、
義
尚
は
入
国
を
禁
じ
る
命
令
を
下
し
て
い
る
（『
大
乗

院
寺
社
雑
事
記
』
長
享
元
年
八
月
一
〇
日
条
・
一
〇
月
二
二
日
条
）。

明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
一
〇
月
、
貞
景
は
甲
斐
勢
と
越
前
国
内
で
戦
っ
た
。
こ
の
時
、

朝
倉
方
は
、
細
呂
宜
・
金
津
・
三
国
湊
・
堀
江
・
本
庄
・
兵
庫
・
大
口
・
長
崎
・
豊
原
寺
・

高
木
・
木
田
・
北
庄
に
布
陣
す
る
。
小
松
・
本
折
・
福
田
・
大
聖
寺
・
敷
地
・
菅
生
ら
の
甲

斐
方
牢
人
は
橘
辺
り
ま
で
進
出
し
て
き
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
三
年
一
〇
月
一

五
日
条
）。
緒
戦
で
は
朝
倉
方
が
三
百
人
討
ち
取
ら
れ
る
が
、
後
に
甲
斐
方
は
五
百
人
討
死

し
、
名
字
の
者
二
人
も
討
た
れ
た
。
甲
斐
方
は
大
野
郡
へ
討
ち
入
り
、
そ
の
後
豊
原
寺
内
で

大
規
模
な
合
戦
が
起
き
る
。
そ
こ
で
は
両
勢
に
六
、
七
〇
人
の
戦
死
者
が
出
る
が
、
そ
の
う

ち
牢
人
は
わ
ず
か
で
、
多
く
は
国
衆
で
あ
っ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
三
年
一
一

月
六
日
・
同
九
日
条
）。
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文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
三
月
、
敦
賀
郡
司
朝
倉
景
豊
の
貞
景
に
対
す
る
謀
叛
が
発
覚
す

る
。
貞
景
は
四
月
に
数
千
騎
を
率
い
て
敦
賀
城
を
包
囲
し
、
景
豊
は
自
害
し
た
。
孝
景
（
英

林
）
の
四
男
元
景
は
、
娘
婿
で
あ
る
景
豊
を
支
援
し
て
い
た
が
、
救
援
に
間
に
合
わ
な
か
っ

た
（
福
井
県
　
一
九
九
四
、
松
原
　
二
〇
〇
六
）。
元
景
は
加
賀
国
に
入
っ
て
甲
斐
方
と
結

び
、
翌
七
月
、
越
前
国
へ
討
ち
入
り
、
溝
ノ
尾
ま
で
進
出
す
る
。
貞
景
は
長
崎
に
陣
を
敷

き
、
九
月
に
元
景
・
甲
斐
の
連
合
軍
を
打
ち
破
っ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
永
正
元
年

七
月
二
二
日
条
・
同
九
月
二
〇
日
条
、「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。

永
正
三
年
七
月
、
越
前
国
で
一
向
衆
と
甲
斐
の
牢
人
に
よ
る
一
揆
が
蜂
起
し
、
朝
倉
勢
と

戦
っ
て
一
万
人
が
命
を
落
と
す
（『
宣
胤
卿
記
』
永
正
三
年
六
月
二
六
日
条
・
同
七
月
一
六

日
条
）。
こ
の
時
の
一
向
一
揆
は
、
実
如
が
細
川
政
元
の
要
請
を
受
け
、
足
利
義
稙
方
が
主

力
を
占
め
る
北
陸
の
大
名
を
攻
撃
す
る
よ
う
蜂
起
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
、
本
願
寺
の
宗
主

が
命
じ
一
門
衆
が
指
令
す
る
初
め
て
の
広
域
的
な
一
揆
で
あ
っ
た
（
福
井
県
　
一
九
九
四
）。

大
野
で
一
揆
が
蜂
起
す
る
と
、
孝
景
（
英
林
）
末
子
の
教
景
（
宗
滴
）
は
七
月
一
五
日
に
出

陣
し
、
一
七
日
に
赤
坂
で
戦
っ
た
。
そ
の
後
も
岩
屋
・
豊
原
口
河
越
・
黒
丸
・
中
郷
・
芝

原
・
高
木
・
豊
原
竹
田
口
な
ど
で
合
戦
が
あ
り
、
朝
倉
氏
の
一
門
や
有
力
家
臣
ら
の
舞
台
が

方
々
で
一
揆
勢
と
戦
っ
た
（「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。

翌
八
月
、
加
賀
国
の
玄
任
は
、
越
前
の
牢
人
・
一
揆
を
引
き
連
れ
、
釈
迦
堂
口
に
攻
め

入
っ
た
。
朝
倉
氏
は
玄
任
を
討
ち
取
っ
た
後
、
永
正
一
五
年
ま
で
長
崎
の
番
替
を
行
う

（「
当
国
御
陣
之
次
第
」）。
朝
倉
氏
は
一
揆
勢
の
進
攻
に
備
え
て
、
長
崎
に
番
兵
を
置
い
て
恒

常
的
な
軍
事
拠
点
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
同
時
に
、
朝
倉
氏
は
加
賀
方
面
へ
の
街
道

の
封
鎖
を
行
っ
た
。
永
正
一
五
年
四
月
、
伊
勢
貞
陸
が
足
利
義
稙
の
使
者
と
し
て
越
前
に
下

向
し
、
街
道
閉
鎖
の
弊
害
を
憂
慮
す
る
義
稙
の
意
向
を
伝
え
る
と
、
朝
倉
孝
景
（
宗
淳
）
は

こ
の
措
置
を
解
く
。
同
五
月
、
孝
景
が
笠
松
平
兵
衛
尉
に
宛
て
た
書
状
（「
三
崎
玉
雲
家
文

書
」
六
﹇
福
井
県
　
一
九
八
二
﹈）
に
は
、「
当
役
所
に
於
て
書
状
等
撰
り
候
の
儀
停
止
す
べ

側
で
朝
倉
方
の
城
は
四
、
五
ケ
所
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明

一
二
年
八
月
三
日
条
）。

文
明
一
三
年
八
月
二
六
日
、
孝
景
は
腫
物
が
原
因
で
、
一
乗
谷
に
て
没
す
る
（『
親
元
日

記
』
文
明
一
三
年
八
月
七
日
条
・『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
同
二
六
日
条
な
ど
）。
そ
の
後
を

継
い
だ
氏
景
は
、
同
九
月
に
義
寛
と
甲
斐
の
勢
力
を
加
賀
国
へ
追
い
や
っ
た
。
豊
原
寺
と
平

泉
寺
が
朝
倉
方
に
つ
い
た
こ
と
が
、
こ
の
勝
利
に
大
き
く
作
用
し
た
と
い
う
。
氏
景
は
長
崎

の
道
場
へ
出
陣
し
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
三
年
九
月
二
四
日
条
）。

文
明
一
五
年
三
月
、
朝
倉
氏
と
甲
斐
氏
は
い
っ
た
ん
和
睦
す
る
が
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事

記
』
文
明
一
五
年
三
月
三
〇
日
条
）、
翌
一
一
月
に
は
河
口
荘
内
に
両
勢
が
駐
留
し
、
加
賀

国
の
一
向
一
揆
が
甲
斐
方
に
加
勢
す
る
と
の
う
わ
さ
が
立
っ
て
い
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事

記
』
文
明
一
六
年
一
一
月
七
日
条
）。
氏
景
は
文
明
一
八
年
七
月
に
亡
く
な
り
（『
大
乗
院
寺

社
雑
事
記
』
文
明
一
八
年
八
月
一
〇
日
条
な
ど
）、
貞
景
が
家
督
に
つ
い
た
。
貞
景
は
長
享

元
年
（
一
四
八
七
）、
足
利
義
尚
の
六
角
征
伐
に
参
陣
す
る
が
、
そ
の
隙
を
つ
い
て
甲
斐
氏

が
入
国
す
る
と
い
う
風
聞
が
あ
り
、
義
尚
は
入
国
を
禁
じ
る
命
令
を
下
し
て
い
る
（『
大
乗

院
寺
社
雑
事
記
』
長
享
元
年
八
月
一
〇
日
条
・
一
〇
月
二
二
日
条
）。

明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
一
〇
月
、
貞
景
は
甲
斐
勢
と
越
前
国
内
で
戦
っ
た
。
こ
の
時
、

朝
倉
方
は
、
細
呂
宜
・
金
津
・
三
国
湊
・
堀
江
・
本
庄
・
兵
庫
・
大
口
・
長
崎
・
豊
原
寺
・

高
木
・
木
田
・
北
庄
に
布
陣
す
る
。
小
松
・
本
折
・
福
田
・
大
聖
寺
・
敷
地
・
菅
生
ら
の
甲

斐
方
牢
人
は
橘
辺
り
ま
で
進
出
し
て
き
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
三
年
一
〇
月
一

五
日
条
）。
緒
戦
で
は
朝
倉
方
が
三
百
人
討
ち
取
ら
れ
る
が
、
後
に
甲
斐
方
は
五
百
人
討
死

し
、
名
字
の
者
二
人
も
討
た
れ
た
。
甲
斐
方
は
大
野
郡
へ
討
ち
入
り
、
そ
の
後
豊
原
寺
内
で

大
規
模
な
合
戦
が
起
き
る
。
そ
こ
で
は
両
勢
に
六
、
七
〇
人
の
戦
死
者
が
出
る
が
、
そ
の
う

ち
牢
人
は
わ
ず
か
で
、
多
く
は
国
衆
で
あ
っ
た
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
三
年
一
一

月
六
日
・
同
九
日
条
）。
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の
宛
所
は
「
長
崎
村
　
称
念
寺
」
と
な
っ
て
お
り
、
称
念
寺
の
所
在
を
長
崎
村
と
明
記
し
て

い
る
。
朝
倉
孝
景
（
英
林
）
に
よ
る
移
転
要
請
に
は
、
移
転
後
も
長
崎
称
念
寺
を
名
乗
る
よ

う
に
と
あ
り
、
長
崎
の
呼
称
の
み
で
所
在
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
わ
ざ
わ
ざ
「
長
崎
村
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
信
長
の
侵
攻
以
前
に
は
既
に
長
崎

に
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

中
世
後
期
の
越
前
国
で
は
、
平
泉
寺
や
豊
原
寺
と
い
っ
た
巨
大
な
寺
院
勢
力
の
動
向
が
し

ば
し
ば
合
戦
の
勝
敗
を
左
右
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
両
寺
は

信
仰
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
内
に
豊
か
な
経
済
基
盤
を
も
つ
こ
と
で
都
市
的
な
場
を

形
成
し
、
武
士
に
劣
ら
な
い
軍
事
力
を
誇
っ
た
（
勝
山
市
編
　
二
〇
一
七
な
ど
）。
朝
倉
氏

も
、
敵
対
勢
力
と
の
戦
い
を
有
利
に
進
め
て
い
く
た
め
、
両
寺
と
の
関
係
構
築
に
腐
心
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
巨
大
な
寺
院
組
織
は
一
枚
岩
で
は
な
く
、
武
家
方
の
戦
争
へ
の
関
わ
り
方

は
流
動
的
で
あ
っ
た
。
味
方
に
な
れ
ば
心
強
い
が
、
全
幅
の
信
頼
を
置
け
る
相
手
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
武
家
方
は
そ
の
動
向
を
常
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

長
崎
は
、
豊
原
寺
よ
り
四
キ
ロ
余
り
西
方
に
位
置
す
る
。
こ
れ
は
、
寺
側
を
過
度
に
刺
激

す
る
こ
と
な
く
、
情
勢
を
見
守
る
こ
と
の
で
き
る
絶
妙
の
距
離
感
と
い
え
よ
う
。
実
際
に
明

応
三
年
、
豊
原
寺
で
合
戦
が
起
き
た
際
に
は
、
朝
倉
方
は
長
崎
を
陣
所
の
一
つ
に
定
め
て
い

る
。
豊
原
寺
と
長
崎
の
こ
う
し
た
関
係
は
、
朝
倉
氏
の
滅
亡
後
も
確
認
で
き
る
。
天
正
二
年

二
月
、
越
前
一
向
一
揆
の
大
将
と
し
て
招
か
れ
た
加
賀
国
の
七
里
頼
周
は
、
長
崎
に
在
陣
し

た
後
、
豊
原
寺
に
移
る
。
翌
八
月
、
信
長
は
越
前
に
出
立
し
、
軍
勢
を
わ
け
て
一
揆
勢
の
殲

滅
を
進
め
た
。
こ
の
時
、
長
崎
辺
り
で
合
戦
が
起
き
て
い
る
（「
越
州
軍
記
」
下
『
続
群
書

類
従
』
第
二
二
輯
ノ
下
）。
信
長
自
身
は
八
月
末
に
一
乗
谷
か
ら
豊
原
寺
へ
陣
を
移
し
、
九

月
に
は
北
庄
に
移
っ
て
城
普
請
を
命
じ
、
著
名
な
越
前
国
掟
を
定
め
た
（『
信
長
公
記
』）。

こ
の
よ
う
に
、
豊
原
寺
と
長
崎
は
、
軍
事
戦
略
上
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
長
崎
が
軍
事
上

く
候
」
と
み
え
る
。
笠
松
氏
は
早
く
か
ら
朝
倉
氏
に
仕
え
、
足
羽
郡
北
庄
に
知
行
を
与
え
ら

れ
た
。
笠
松
氏
が
管
轄
し
た
加
賀
口
役
所
に
つ
い
て
は
、
長
崎
に
比
定
す
る
見
解
（
福
井
県
　

一
九
九
四
）
と
細
呂
宜
に
比
定
す
る
見
解
（
松
浦
　
二
〇
〇
六
）
が
あ
る
。
当
時
、
長
崎
が

朝
倉
氏
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
加
賀
国
と
の
国
境
警
備
と
い
う
本
旨

に
照
ら
せ
ば
、
細
呂
宜
の
方
が
関
所
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

長
崎
の
軍
事
拠
点
化
が
北
陸
道
の
封
鎖
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
朝
倉
氏
は
称
念
寺
へ
移
転
を
要
請
し
た
後
、
度
々
長
崎
へ
軍
勢
を
駐
留

さ
せ
て
い
る
。
と
り
わ
け
永
正
三
年
か
ら
同
一
五
年
に
か
け
て
の
在
番
は
、
長
崎
が
朝
倉
方

の
恒
常
的
な
軍
事
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
坂
北
郡
は
、
長
禄
の
変
以
来
敵

対
を
続
け
る
甲
斐
氏
や
、
一
向
一
揆
と
の
対
戦
の
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
足
が
か
り
と

し
て
朝
倉
氏
は
長
崎
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

同
時
代
の
史
料
に
「
長
崎
城
」
の
呼
称
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
が
本

格
的
に
進
ん
だ
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
時
に
立
て
籠
も
る
こ
と
を

も
っ
て
「
城
」
と
み
な
す
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
史
料
上
の
呼
称
と
現
存
す
る
遺
構
と
を
結
び
付

け
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尋
尊
は
、
文
明
一
二
年
に
「
長
崎
城
」
と
記

載
し
な
が
ら
、
文
明
一
三
年
に
は
「
長
崎
の
道
場
」
へ
の
出
陣
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
戦
国
期
に
も
称
念
寺
が
長
崎
に
お
い
て
寺
院
と
し
て
の
機
能
を
一
定
程
度
保
持
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
一
一
月
、
柴
田
勝
家
は
諸
役
免
除
、
竹
木
伐
採
や
新
儀

の
主
取
り
の
禁
止
を
示
し
た
定
書
を
発
給
す
る
が
、
そ
の
宛
所
は
「
称
念
寺
・
光
明
院
并
門

前
」
と
な
っ
て
い
る
（「
称
念
寺
文
書
」
一
一
）。
門
前
が
セ
ッ
ト
で
み
え
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
時
点
で
称
念
寺
が
長
崎
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
年
、
織
田
信
長
は
越
前
の

一
向
一
揆
を
鎮
圧
し
て
お
り
、
柴
田
勝
家
の
一
職
支
配
下
で
称
念
寺
の
還
住
が
実
現
し
た
と

み
る
余
地
も
あ
る
。
だ
が
、
天
正
元
年
八
月
の
織
田
信
長
禁
制
（「
称
念
寺
文
書
」
一
〇
）
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の
要
地
と
み
な
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
は
、
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

二
　
称
念
寺
と
そ
の
周
辺
の
景
観
復
元

本
章
で
は
、
長
崎
が
武
家
方
に
軍
事
占
拠
さ
れ
た
背
景
を
探
る
た
め
、
称
念
寺
を
中
心
と

し
た
長
崎
の
空
間
構
造
の
把
握
を
試
み
る
。
明
治
期
の
地
籍
図
の
分
析
を
メ
イ
ン
に
、
江
戸

時
代
の
境
内
図
や
近
年
の
発
掘
調
査
成
果
も
踏
ま
え
て
、
主
に
地
理
的
な
観
点
か
ら
長
崎
の

特
質
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
た
い
。

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
越
前
国
絵
図
製
作
に
伴
い
編
纂
さ
れ
た
「
越
前
地
理
指
南
」

は
、
称
念
寺
の
項
で
新
田
義
貞
の
位
牌
や
墓
、
泰
澄
の
舟
繋
ぎ
松
な
ど
に
言
及
す
る
が
、
城

郭
の
有
無
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
編
纂
さ
れ
た
「
越
前

国
古
城
跡
并
館
屋
敷
蹟
」
は
、
船
寄
村
に
あ
る
黒
坂
備
中
守
の
館
跡
を
史
料
上
の
長
崎
城
に

比
定
し
て
い
る
（
杉
原
・
松
原
　
一
九
七
一
）。
黒
坂
備
中
守
は
、
天
正
元
年
（
一
五
七

願成寺

寺越寺越
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図５　称念寺周辺地籍図トレース

図３　長崎城復元図（児玉・坪井　1975）

図４　長崎城復元図（福井県教育委員会　1987）
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の
要
地
と
み
な
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
は
、
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

二
　
称
念
寺
と
そ
の
周
辺
の
景
観
復
元

本
章
で
は
、
長
崎
が
武
家
方
に
軍
事
占
拠
さ
れ
た
背
景
を
探
る
た
め
、
称
念
寺
を
中
心
と

し
た
長
崎
の
空
間
構
造
の
把
握
を
試
み
る
。
明
治
期
の
地
籍
図
の
分
析
を
メ
イ
ン
に
、
江
戸

時
代
の
境
内
図
や
近
年
の
発
掘
調
査
成
果
も
踏
ま
え
て
、
主
に
地
理
的
な
観
点
か
ら
長
崎
の

特
質
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
た
い
。

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
越
前
国
絵
図
製
作
に
伴
い
編
纂
さ
れ
た
「
越
前
地
理
指
南
」

は
、
称
念
寺
の
項
で
新
田
義
貞
の
位
牌
や
墓
、
泰
澄
の
舟
繋
ぎ
松
な
ど
に
言
及
す
る
が
、
城

郭
の
有
無
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
編
纂
さ
れ
た
「
越
前

国
古
城
跡
并
館
屋
敷
蹟
」
は
、
船
寄
村
に
あ
る
黒
坂
備
中
守
の
館
跡
を
史
料
上
の
長
崎
城
に

比
定
し
て
い
る
（
杉
原
・
松
原
　
一
九
七
一
）。
黒
坂
備
中
守
は
、
天
正
元
年
（
一
五
七
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図４　長崎城復元図（福井県教育委員会　1987）
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ま
で
延
ば
し
、
南
辺
の
堀
と
接
続
さ
せ
て
い
る
。

図
５
は
、
福
井
地
方
法
務
局
が
所
蔵
す
る
地
籍
図
を
貼
り
合
わ
せ
、
図
４
よ
り
少
し
広
い

範
囲
で
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
称
念
寺
が
所
在
す
る
小
字
「
願
成
寺
」

の
北
辺
と
東
辺
、
南
辺
に
細
長
い
地
割
が
認
め
ら
れ
、
土
塁
や
堀
な
ど
の
防
御
施
設
の
痕
跡

と
み
え
な
く
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
地
籍
図
に
は
地
目
の
記
載
が
な
く
、
明
治
段
階
の
土

地
利
用
の
実
態
は
う
か
が
え
な
い
。

幸
い
、
称
念
寺
の
現
境
内
域
に
関
し
て
は
地
目
を
示
し
た
地
籍
図
が
残
さ
れ
て
い
る
（
明

治
地
籍
図
「
称
念
寺
文
書
」
五
五
。
以
下
、
史
料
名
と
番
号
は
坂
井
市
指
定
文
化
財
「
称
念

寺
文
書
」
の
目
録
に
準
拠
）。
そ
れ
を
ト
レ
ー
ス
し
た
の
が
図
６
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
現

境
内
域
の
東
側
と
南
側
に
田
畠
が
展
開
し
、
そ
の
多
く
が
境
内
か
ら
外
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
現
住
職
の
髙
尾
察
誠
氏
（
昭
和
二
八
年
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、
称
念
寺
は
明
治
期
に

衰
微
し
、
新
田
義
貞
の
墓
所
以
外
は
畠
地
と
し
、
人
に
貸
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
境
内

三
）、
織
田
信
長
の
進
攻

に
際
し
て
加
賀
国
と
の
国

境
の
警
固
に
あ
た
っ
た

が
、
討
死
す
る
。
そ
の
子
た
ち
は
信
長
に
帰
順
し
て
本
領
を
安
堵
さ
れ
た
が
、
翌
二
年
に
一

向
一
揆
に
攻
め
ら
れ
滅
亡
し
た
（
松
原
　
二
〇
〇
八
）。

松
原
信
之
は
、
南
北
朝
期
の
長
崎
城
を
称
念
寺
の
地
に
比
定
し
、
戦
国
期
に
も
称
念
寺
が

朝
倉
方
の
陣
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
松
原
は
、
境
内
の
周
囲
に
土
塁
や
水
堀
の

痕
跡
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
（
松
原
　
一
九
七
一
）、
地
籍
図
の
検
討
を
通
じ
て
、

東
西
約
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
五
角
形
の
城
館
跡
を
見
出
し
た

（
児
玉
・
坪
井
　
一
九
七
五
、
図
３
）。
福
井
県
の
分
布
調
査
報
告
書
に
も
、
地
籍
図
を
用
い

た
復
元
案
が
示
さ
れ
た
が
（
図
４
）、
両
者
に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
。
あ
え
て
違
い
を
挙

げ
る
な
ら
、
図
３
が
西
側
の
堀
を
北
半
部
ま
で
に
留
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
図
４
は
南
側

写真３　  西側の水路跡（人が立っているところまで
が水路だったという）

凡例

道

水路

建物

墓地

境内域

田

畠

薮

岨

図６　称念寺地籍図トレース

写真２　南東辺の高まり

写真１　南辺の薮地
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中世後期における越前北部の軍事情勢と長崎称念寺

る
が
、
こ
れ
は
河
川
の
浸
食
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
小
字
「
西
門
」

と
小
字
「
古
屋
鋪
」
の
西
方
を
流
れ
る
河
川
で
、
先
述
の
河
川
と
小
字
「
兼
井
」
の
南
方

で
合
流
す
る
。
称
念
寺
一
帯
が
、
一
定
の
浸
食
力
を
も
つ
こ
の
両
河
川
に
挟
ま
れ
、
周
囲

と
隔
絶
し
た
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

令
和
二
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、
こ
の
両
河
川
の
一
部
が
そ
れ
ぞ
れ
み
つ
か
っ
て
い
る
。

小
字
「
古
屋
鋪
」
の
西
端
（
３
区
。
お
お
よ
そ
の
調
査
区
域
は
図
５
にR2-3

と
し
て
破
線

で
表
示
。
以
下
同
）
で
は
、
幅
約
三
・
二
メ
ー
ト
ル
の
溝
が
検
出
さ
れ
、
溝
の
東
側
は
五

の
南
辺
と
東
辺
を
中
心
に
薮
地
が
認
め
ら
れ
る
。
図
３
・
４
は
、
こ
の
薮
地
を
土
塁
の
痕
跡

と
み
て
い
る
。
南
辺
の
薮
地
は
現
在
で
も
確
認
で
き
る
が
（
写
真
１
）、
周
囲
と
の
標
高
差

は
あ
ま
り
な
く
、
明
確
に
土
塁
と
い
え
る
か
は
判
断
し
が
た
い
。
む
し
ろ
南
東
辺
の
方
が
盛

り
土
状
の
高
ま
り
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
（
写
真
２
）、
土
塁
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。
だ
が
、

南
東
辺
は
地
目
の
上
で
は
畠
地
で
あ
る
。
薮
地
を
土
塁
の
痕
跡
と
ア
プ
リ
オ
リ
に
捉
え
る
こ

と
は
難
し
そ
う
で
あ
る
。

西
側
の
道
沿
い
に
水
路
が
認
め
ら
れ
る
。
髙
尾
氏
に
よ
る
と
、
小
さ
い
頃
（
自
身
が
一
〇

歳
に
な
る
前
後
）
に
は
水
路
は
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
魚
を
釣
っ
た
。
乗

用
車
が
通
れ
る
よ
う
に
道
を
拡
幅
し
、
水
路
は
埋
め
立
て
た
が
（
写
真

３
）、
今
で
も
工
事
を
す
る
と
水
が
湧
い
て
く
る
と
い
う
。
な
お
、
図
４

は
道
の
西
側
に
堀
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
水
路
を
堀
の
名
残
と
み
る

な
ら
、
堀
は
道
の
東
側
に
復
元
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

境
内
域
の
東
辺
と
南
東
辺
に
み
え
る
「
岨
」
は
「
そ
わ
」
と
読
み
、

急
斜
面
を
あ
ら
わ
す
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
な
ど
）。
小
字
「
願
成
寺
」

の
東
辺
と
南
東
辺
に
は
い
ず
れ
も
水
路
・
河
川
が
流
れ
て
い
た
こ
と
が

図
５
か
ら
確
認
で
き
、
図
６
中
の
岨
は
水
路
・
河
川
沿
い
の
傾
斜
を
示

し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
地
籍
図
の
原
図
で
は
、
こ
の
部
分
は
緑
が

か
っ
た
水
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
描
写
は
、
小
字
「
西
門
」

の
西
端
と
、
小
字
「
古
屋
鋪
」
の
西
辺
か
ら
南
辺
を
中
心
に
み
ら
れ
る
。

図
５
で
は
、
こ
れ
を
グ
レ
ー
の
破
線
で
表
現
し
た
。
岨
が
、
称
念
寺
周

辺
の
主
要
な
河
川
沿
い
に
展
開
し
て
い
る
様
子
が
一
見
し
て
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
一
つ
は
、
小
字
「
前
ノ
堂
」
の
南
を
流
れ
、
小
字
「
願
成
寺
」

の
南
東
辺
を
か
す
め
て
小
字
「
兼
井
」
の
東
側
を
流
れ
る
河
川
で
あ
る
。

小
字
「
前
ノ
堂
」
の
南
側
の
地
割
は
波
打
っ
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い

図７　称念寺周辺の交通と地形環境
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中世後期における越前北部の軍事情勢と長崎称念寺

は
、『
福
井
県
史
』
所
収
の
条
里
復
元
図
（
福
井
県
　
一
九
九
二
。
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
は
昭
和

三
七
年
に
測
量
）
に
、
地
籍
図
上
の
道
と
水
路
を
可
能
な
限
り
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ

る
。
称
念
寺
は
、
旧
北
陸
道
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
に
位
置
し
、
門
前
へ
と
通
じ
る

東
西
の
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
の
「
坂
井
郡
長
崎
村
称
念

寺
堺
内
分
間
図
」（
松
平
文
庫
蔵
）
で
は
、
門
前
の
道
沿
い
に
居
宅
が
立
ち
並
ぶ
様
子
が
描

か
れ
、
こ
の
東
西
道
が
長
崎
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

旧
北
陸
道
と
の
間
に
は
先
述
の
河
川
が
流
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
西
側
は
し
ば
ら
く
田
畠
な

ど
が
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。

現
在
、
長
崎
と
北
の
舟
寄
と
は
、
小
字
「
西
門
」
の
西
部
か
ら
小
字
「
麻
畠
」
へ
と
通
じ

る
道
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
南
北
道
は
明
治
期
に
は
存
在
せ
ず
、
小
字

「
北
門
」
の
西
部
を
幾
度
も
折
れ
な
が
ら
小
字
「
西
古
町
」
の
方
面
に
至
る
道
が
あ
っ
た
。

現
在
の
南
北
道
は
舟
寄
と
長
崎
が
最
も
接
近
す
る
地
点
に
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に

は
先
述
の
河
川
が
流
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
避
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
舟
寄
と
長
崎

を
結
ぶ
道
と
し
て
は
、
小
字
「
北
門
」
と
「
小
角
」
の
間
を
北
進
し
、
小
字
「
東
古
町
」
に

突
き
当
た
っ
て
西
に
折
れ
る
道
が
最
も
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
道
は
西
側
の
門
前
か
ら
は
離
れ

て
い
る
が
、
前
出
の
黒
坂
備
中
守
館
跡
と
称
念
寺
を
結
ぶ
格
好
と
な
っ
て
い
る
。
坂
井
郡
の

条
里
境
（
推
定
）
を
踏
襲
し
た
道
で
あ
り
、
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
。
舟
寄
と

長
崎
は
見
た
目
に
は
近
い
が
、
空
間
的
な
一
体
性
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ

の
こ
と
は
、
前
章
で
み
た
称
念
寺
の
寺
領
目
録
に
お
い
て
、
舟
寄
郷
と
長
崎
庄
が
別
個
に
把

握
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。

以
上
、
長
崎
が
二
つ
の
河
川
に
挟
ま
れ
た
位
置
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
旧
北
陸
道
や
舟

寄
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
約
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
長
崎
が
再
三
に
わ
た
り
武
家

方
に
軍
事
占
拠
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
従
来
は
旧
北
陸
道
へ
の
近
さ
を
重
視
す
る
見
解
（
児

玉
・
坪
井
　
一
九
七
五
な
ど
）
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
街
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
だ
け
な

メ
ー
ト
ル
以
上
遺
構
の
な
い
範
囲
が
続
く
こ
と
か
ら
、
土
塁
を
伴
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
溝
よ
り
西
側
で
は
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古
墳
時
代

以
降
は
低
湿
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
字
「
兼
井
」
の
東
端
で
は
、
河
川
の
痕
跡
が

二
ヶ
所
で
確
認
さ
れ
た
。
北
側
の
４
区
で
は
、
河
川
跡
よ
り
西
側
に
柱
穴
や
土
坑
が
集
中

し
、
東
側
に
は
遺
構
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
西
側
も
整
地
層
の
下
か
ら
は
遺
構
が
確
認

で
き
ず
、
も
と
は
低
湿
地
や
河
川
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
南
側
の
５
区
も
、
東
側
は
旧

河
川
や
湿
地
帯
で
、
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
西
側
は
、
上
層
で
柵
列
や
区
画
溝
を
含
む
整

地
層
が
確
認
さ
れ
た
が
、
下
層
で
は
旧
河
川
の
跡
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
範
囲
は
調
査
区
の
西

外
に
ま
で
及
ぶ
。
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
初
頭
の
火
災
後
、
大
規
模
な
土
木
工
事
を

行
い
、
川
の
西
岸
を
東
側
に
移
動
し
た
と
み
ら
れ
る
。

上
記
の
成
果
は
、
地
籍
図
か
ら
う
か
が
え
る
当
該
地
域
の
地
形
環
境
と
概
ね
符
合
す
る
。

中
世
の
生
活
痕
は
両
河
川
の
内
側
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
外
側
は
低
湿
地
で
あ
っ
た
。
低

湿
地
に
突
き
出
た
微
高
地
上
に
集
落
や
寺
院
が
展
開
す
る
様
相
は
、「
長
崎
」
の
名
に
ふ
さ

わ
し
く
、
こ
う
し
た
地
形
上
の
特
徴
が
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
り
わ
け

東
側
の
河
川
は
幅
が
広
く
、
流
路
の
変
更
も
何
度
か
想
定
さ
れ
、
長
崎
の
集
落
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
成
二
八
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、
南
側
調
査
区
の
南
端
が

沼
地
化
し
て
い
っ
た
様
子
が
確
認
さ
れ
、
河
川
に
伴
う
環
境
の
変
化
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
点
に
関
わ
っ
て
、
称
念
寺
の
境
内
を
画
す
る
土
塁
状
の
高
ま
り
が
、
河
川
に
面
し
た

南
東
辺
に
残
存
す
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
こ
の
土
塁
は
、
寺
域
の
防
御
や
区
画
だ
け
で

な
く
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
影
響
を
防
ぐ
堤
の
役
割
も
担
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
小

字
「
古
屋
鋪
」
の
西
端
の
溝
沿
い
に
も
土
塁
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
同
様
の
役
割

を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
地
籍
図
上
で
は
岨
地
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
岨
地
は
単
な
る
急
崖
で
は
な
く
、
堤
を
伴
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

称
念
寺
の
立
地
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
ス
ケ
ー
ル
を
広
く
と
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
図
７
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ら
ば
、
他
の
集
落
で
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
長
崎
は
街

道
の
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
低
湿
地
に
囲
ま
れ
周
囲
か
ら
隔
絶

し
た
位
置
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
地
形
の
要
害
性
が
注
目
さ
れ
、

平
野
部
の
合
戦
で
は
軍
勢
の
駐
留
地
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

右
の
よ
う
な
見
地
に
立
つ
と
、
長
崎
の
軍
事
性
を
小
字
「
願

成
寺
」
の
範
囲
に
限
定
し
て
捉
え
る
必
要
は
な
く
な
る
。
平
成

二
八
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、
北
側
調
査
区
で
土
塁
や
区
画
溝
、

南
側
調
査
区
で
堀
が
そ
れ
ぞ
れ
調
査
区
を
東
西
に
横
切
る
形
で

検
出
さ
れ
て
お
り
、
称
念
寺
に
関
連
す
る
施
設
が
現
境
内
の
東

方
に
も
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
令

和
二
年
度
の
調
査
で
も
、
小
字
「
古
屋
鋪
」
の
範
囲
で
複
数
の

区
画
溝
が
検
出
さ
れ
、
経
済
力
と
文
化
水
準
の
高
い
人
々
が
暮

ら
し
て
い
た
こ
と
が
出
土
遺
物
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る
。
境
内

と
集
落
の
線
引
き
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
む
し
ろ
両
者
が
一
体

と
な
り
、
一
般
の
集
落
と
は
異
な
る
様
相
を
示
し
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。
史
料
上
の
「
長
崎
城
」
は
、
こ
の
総
体
を
踏
ま
え

て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
の
称
念
寺
境
内
絵
図
（「
称
念
寺
文

書
」
三
一
）
は
、
近
世
に
お
け
る
称
念
寺
の
建
物
の
配
置
を
詳

細
に
描
い
て
い
る
。
こ
れ
を
ト
レ
ー
ス
し
た
の
が
図
８
で
あ
る
。

西
側
の
正
門
を
く
ぐ
る
と
、
須
弥
壇
を
中
心
と
し
た
本
堂
が
正

面
に
位
置
し
、
右
手
に
鐘
楼
や
御
札
棚
が
み
え
る
。
新
田
義
貞

や
歴
代
将
軍
の
位
牌
を
祀
る
霊
屋
は
、
本
堂
の
北
に
位
置
し
、

火燈部屋
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図８　称念寺境内絵図トレース（作図：月僧亮我）
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ら
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、
他
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に
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は
軍
勢
の
駐
留
地
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っ
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の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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と
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の
軍
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限
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内
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は
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か
で
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く
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む
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両
者
が
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一
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の
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と
は
異
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る
様
相
を
示
し
て
い
た
可
能

性
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い
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上
の
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長
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は
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を
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き
で
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う
。
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の
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８
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ぼ
っ
て
み
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
南
辺
に
土
塁
を
想
定
す
る
図
３
・
４
の

復
元
案
も
再
考
を
要
す
る
と
い
え
よ
う
。

図
８
が
称
念
寺
の
建
物
を
す
べ
て
描
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
近
世
に
現
境
内
の
東
側
に
は

建
物
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
庭
園
な
ど
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
一
帯
に
は

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
以
降
、
本
堂
な
ど
が
建
ち
、
寺
の
中
心
的
な
エ
リ
ア
と
な
る
。

寺
域
の
東
端
は
現
状
で
も
や
や
高
い
位
置
に
あ
る
様
子
が
確
認
で
き
、
築
山
を
設
け
る
に
は

う
っ
て
つ
け
で
あ
る
。
主
要
な
建
物
の
背
後
に
庭
園
を
整
え
る
こ
と
は
寺
院
に
限
ら
ず
、
特

段
珍
し
く
は
な
い
。
た
だ
し
、
称
念
寺
に
即
し
て
み
る
と
、
境
内
東
方
は
先
述
の
河
川
に
近

く
、
氾
濫
時
に
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
緩
衝
帯
と
し
て
位
置
づ
け
、
建
物
を

置
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
近
代
に
寺
院
の
諸
施
設
の
整
理
を
進
め
て
い

く
な
か
で
、
顕
著
な
施
設
が
な
か
っ
た
東
方
エ
リ
ア
は
、
北
東
隅
の
墓
地
を
除
い
て
境
内
域

か
ら
外
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
、
長
崎
の
地
形
環
境
に
つ
い
て
、
近
世
以
降
の
称
念
寺
の
歴
史
も
踏
ま
え
な
が
ら
考

察
し
た
。
長
崎
は
、
東
西
に
河
川
が
流
れ
、
周
囲
に
低
湿
地
が
広
が
る
環
境
に
あ
り
、
地
形

そ
の
も
の
が
「
城
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
の
要
害
性
は
、
山
岳
地
帯
に
比
べ
る
と

弱
い
が
、
平
野
部
を
主
戦
場
と
す
る
戦
争
で
は
優
位
性
が
発
揮
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
旧
北
陸
道
や
豊
原
寺
と
の
位
置
関
係
な
ど
の
地
政
学
的
な
条
件
に
加
え
て
、
こ
う
し
た

地
形
の
要
害
性
も
、
長
崎
が
軍
事
拠
点
と
し
て
選
択
さ
れ
た
要
因
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
上
の
「
長
崎
城
」
を
現
称
念
寺
の
境
内
に
比
定
す
る
論
者
は
、
地
籍
図
の
地
割
や
薮

地
の
分
布
を
根
拠
と
し
て
、
周
囲
に
土
塁
と
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
五
角
形
の
平
地
城
館
を
想
定

し
た
。
だ
が
、
近
年
の
長
崎
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
称
念
寺
に
関
連
す
る
エ
リ
ア
は
現

境
内
域
よ
り
も
外
側
に
展
開
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

城
館
の
構
造
を
現
境
内
域
に
限
っ
て
把
握
す
る
必
然
性
は
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
も
そ
も
、
地
形
の
要
害
性
に
目
を
付
け
て
軍
事
占
拠
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
大
が
か
り
な
普

両
者
は
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
霊
屋
の
正
面
は
白
砂
敷
に
よ
り
荘
厳
さ
れ
、
周
囲
に
は

板
塀
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。

霊
屋
の
北
東
に
は
、
義
貞
の
墓
と
松
、
碑
が
あ
り
、
玉
垣
で
囲
わ
れ
て
い
る
。
前
出
の

「
越
前
地
理
指
南
」
に
よ
る
と
、
墓
は
五
輪
塔
で
、
一
部
破
損
し
て
お
り
、
高
さ
一
四
間
の

松
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
碑
は
福
井
藩
家
老
の
本
多
恒
久
が
享
保
一
七
年
（
一
七
三

二
）
に
建
て
た
も
の
で
、
そ
の
銘
文
は
「
越
藩
拾
遺
録
」（
杉
原
・
松
原
　
一
九
七
一
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
住
持
の
秀
道
が
義
貞
の
肖
像
と
そ
れ
を
祀
る
堂
を
享
保
一

一
年
に
修
理
し
た
こ
と
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。

本
堂
の
南
側
に
は
、
一
〇
畳
以
上
の
広
い
部
屋
が
続
く
が
、
台
所
や
湯
殿
、
茶
ノ
間
な
ど

が
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
主
に
生
活
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
区
域
の

西
側
に
は
土
蔵
や
中
間
部
屋
・
荷
物
部
屋
、
薪
小
屋
な
ど
の
建
物
が
あ
り
、
寺
の
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
機
能
が
う
か
が
え
る
。

図
６
の
時
点
で
は
、
建
物
の
数
は
随
分
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
中
央
の
建
物
は
、
原
図
に

は
「
本
堂
」
の
注
記
が
あ
る
。
若
干
形
状
は
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、
図
８
の
本
堂
を
踏
襲

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
堂
の
北
西
に
あ
る
建
物
は
、
前
出
の
「
坂
井
郡
長
崎
村
称
念
寺

堺
内
分
間
図
」
か
ら
、
新
田
義
貞
の
像
堂
と
そ
の
前
の
門
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
一
方
、

寺
院
の
生
活
に
関
す
る
建
物
群
は
全
く
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
明
治
期
の
称
念
寺
は
、
新

田
義
貞
を
祀
る
空
間
と
本
堂
を
残
し
、
寺
の
由
緒
や
宗
教
活
動
へ
の
関
わ
り
が
低
い
そ
の
他

の
施
設
を
切
り
捨
て
る
こ
と
で
、
存
続
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

図
６
で
本
堂
の
南
側
に
展
開
す
る
畠
地
は
、
か
つ
て
土
蔵
や
台
所
、
湯
殿
な
ど
の
生
活
空

間
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
荷
物
部
屋
や
中
間
部
屋
、

薪
部
屋
な
ど
は
、
南
側
の
薮
地
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
境
内
の
南

西
隅
に
は
か
つ
て
八
幡
神
社
が
鎮
座
し
、
鳥
居
の
基
礎
部
分
と
み
ら
れ
る
石
材
に
は
延
享
四

年
（
一
七
四
七
）
の
銘
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
籍
図
上
の
薮
地
を
近
世
に
さ
か
の
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も
の
の
、
国
衆
や
一
向
一
揆
の
勢
力
が
強
く
、
朝
倉
氏
の
影
響
力
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
国
境
域
の
戦
争
に
お
い
て
長
崎
は
度
々
係
争
地
と

な
っ
て
お
り
、
朝
倉
氏
は
長
崎
を
恒
常
的
な
軍
事
拠
点
と
す
る
構
想
を
も
っ
て
い
た
。
他

の
政
治
拠
点
と
同
等
に
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
長
崎
も
朝
倉
氏
の
分
国
支
配
上
、

一
定
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
守
護
や
戦

国
大
名
の
行
政
拠
点
に
準
じ
る
場
は
、
国
内
の
政
治
的
・
軍
事
的
情
勢
を
丹
念
に
読
み
解

い
て
い
く
こ
と
で
改
め
て
浮
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
越
前
国
の
政

治
構
造
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

城
郭
史
の
立
場
か
ら
は
、
史
料
上
の
「
城
」
と
実
際
の
遺
構
や
景
観
と
が
必
ず
し
も
合
致

し
な
い
こ
と
を
再
三
強
調
し
て
き
た
。
福
井
県
下
で
は
、
地
籍
図
を
用
い
た
平
地
城
館
の
復

元
研
究
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
一
定
の
規
範
に
基
づ
く
館
城
が
念
頭
に

置
か
れ
、
地
割
か
ら
土
塁
や
堀
の
ラ
イ
ン
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
児
玉
・
坪
井
　
一
九
七

五
、
福
井
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
七
な
ど
）。
だ
が
、
そ
う
し
た
想
定
が
、
当
時
の
城
の

実
態
に
即
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
地
籍
図
上
の
景
観
は
明
治
期
の
も
の
で
あ

り
、
城
館
が
機
能
し
た
時
期
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
既

に
前
稿
（
新
谷
　
二
〇
二
〇
）
で
指
摘
し
た
が
、
そ
こ
で
は
同
時
代
史
料
上
の
裏
づ
け
を
得

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
、
長
崎
の
関
連
史
料
を
政
治
史
の
文
脈
に
即
し
て
読
み
解
い
て
い
く
と
、「
○
○
城
」

が
軍
勢
の
駐
留
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
脈
で
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
中
世
人

の
「
城
」
に
対
す
る
認
識
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
南
北
朝
期
の
「
足
羽
の

城
」
が
一
定
の
領
域
を
含
む
も
の
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
（
高
橋
　
二
〇
一

三
）
を
念
頭
に
置
け
ば
、
史
料
上
の
「
長
崎
城
」
も
集
落
が
立
地
す
る
微
高
地
上
を
広
く
含

み
込
む
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
現
境
内
域
に
限
っ
て
土
塁
や

堀
な
ど
の
具
体
的
な
防
御
施
設
を
想
定
す
る
必
要
は
な
く
、
地
形
の
要
害
性
に
よ
っ
て
軍
勢

請
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
現
地
表
面
や
地
籍
図
か
ら
そ
の
痕
跡

を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
表
面
的
な
「
城
ら
し
さ
」
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
各

種
デ
ー
タ
の
読
み
込
み
を
虚
心
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
長
崎
が
な
ぜ
武
家
方
に
度
々
軍
事
占
拠
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
を
立
て
、
主

と
し
て
文
献
史
学
と
歴
史
地
理
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
き
考
察
を
行
っ
た
。
中
世
後
期

に
は
、
越
前
一
国
を
お
さ
め
る
公
権
力
に
敵
対
す
る
勢
力
が
加
賀
国
南
部
で
勢
力
を
扶
植

し
、
越
前
に
攻
め
入
る
こ
と
が
一
つ
の
定
式
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
加
賀
と
の
国
境

に
位
置
す
る
坂
北
郡
で
は
、
し
ば
し
ば
激
し
い
合
戦
が
起
き
た
。
敵
方
の
進
軍
を
食
い
止
め

る
に
は
交
通
路
を
封
鎖
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、
現
に
朝
倉
氏
は
永
正
年
間
に
北
陸
道
を

封
鎖
し
て
い
る
。
長
崎
は
北
陸
道
筋
に
近
く
、
交
通
路
の
掌
握
と
い
う
観
点
か
ら
優
位
な
位

置
に
あ
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
に
加
え
て
、
強
大
な
軍
事

力
を
誇
り
、
戦
況
を
左
右
し
う
る
存
在
と
認
識
さ
れ
て
い
た
豊
原
寺
と
の
位
置
関
係
に
着
目

し
、
そ
の
軍
事
戦
略
上
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
さ
ら
に
、
地
籍
図
な
ど
の
分
析
を

通
じ
て
、
周
囲
に
低
湿
地
が
広
が
り
、「
長
崎
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
で
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
坂
北
郡
の
平
野
部
の
な
か
で
は
要
害
性
に
富
ん
だ
集
落
で
あ
っ
た
と
結
論

づ
け
た
。

上
記
の
結
論
は
、
長
崎
の
位
置
づ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
越
前
の
中
世
史
や
日
本
の
城
郭

史
上
の
よ
り
大
き
な
課
題
に
対
し
て
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
戦
国
時
代
の
朝
倉
氏
は
、

居
城
の
一
乗
谷
（
福
井
市
）
以
外
に
も
複
数
の
政
治
拠
点
を
有
し
、
府
中
奉
行
・
敦
賀
郡

司
・
大
野
郡
司
な
ど
の
地
方
行
政
機
構
を
も
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
分
権
的
な
枠
組
は
、

前
代
の
政
治
秩
序
、
特
に
斯
波
氏
段
階
の
分
国
支
配
を
多
分
に
踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
、
坂
北
郡
に
関
し
て
は
、
一
乗
谷
か
ら
は
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
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も
の
の
、
国
衆
や
一
向
一
揆
の
勢
力
が
強
く
、
朝
倉
氏
の
影
響
力
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
国
境
域
の
戦
争
に
お
い
て
長
崎
は
度
々
係
争
地
と

な
っ
て
お
り
、
朝
倉
氏
は
長
崎
を
恒
常
的
な
軍
事
拠
点
と
す
る
構
想
を
も
っ
て
い
た
。
他

の
政
治
拠
点
と
同
等
に
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
長
崎
も
朝
倉
氏
の
分
国
支
配
上
、

一
定
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
守
護
や
戦

国
大
名
の
行
政
拠
点
に
準
じ
る
場
は
、
国
内
の
政
治
的
・
軍
事
的
情
勢
を
丹
念
に
読
み
解

い
て
い
く
こ
と
で
改
め
て
浮
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
越
前
国
の
政

治
構
造
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

城
郭
史
の
立
場
か
ら
は
、
史
料
上
の
「
城
」
と
実
際
の
遺
構
や
景
観
と
が
必
ず
し
も
合
致

し
な
い
こ
と
を
再
三
強
調
し
て
き
た
。
福
井
県
下
で
は
、
地
籍
図
を
用
い
た
平
地
城
館
の
復

元
研
究
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
一
定
の
規
範
に
基
づ
く
館
城
が
念
頭
に

置
か
れ
、
地
割
か
ら
土
塁
や
堀
の
ラ
イ
ン
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
児
玉
・
坪
井
　
一
九
七

五
、
福
井
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
七
な
ど
）。
だ
が
、
そ
う
し
た
想
定
が
、
当
時
の
城
の

実
態
に
即
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
地
籍
図
上
の
景
観
は
明
治
期
の
も
の
で
あ

り
、
城
館
が
機
能
し
た
時
期
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
既

に
前
稿
（
新
谷
　
二
〇
二
〇
）
で
指
摘
し
た
が
、
そ
こ
で
は
同
時
代
史
料
上
の
裏
づ
け
を
得

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
、
長
崎
の
関
連
史
料
を
政
治
史
の
文
脈
に
即
し
て
読
み
解
い
て
い
く
と
、「
○
○
城
」

が
軍
勢
の
駐
留
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
脈
で
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
中
世
人

の
「
城
」
に
対
す
る
認
識
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
南
北
朝
期
の
「
足
羽
の

城
」
が
一
定
の
領
域
を
含
む
も
の
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
（
高
橋
　
二
〇
一

三
）
を
念
頭
に
置
け
ば
、
史
料
上
の
「
長
崎
城
」
も
集
落
が
立
地
す
る
微
高
地
上
を
広
く
含

み
込
む
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
現
境
内
域
に
限
っ
て
土
塁
や

堀
な
ど
の
具
体
的
な
防
御
施
設
を
想
定
す
る
必
要
は
な
く
、
地
形
の
要
害
性
に
よ
っ
て
軍
勢

請
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
現
地
表
面
や
地
籍
図
か
ら
そ
の
痕
跡

を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
表
面
的
な
「
城
ら
し
さ
」
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
各

種
デ
ー
タ
の
読
み
込
み
を
虚
心
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
長
崎
が
な
ぜ
武
家
方
に
度
々
軍
事
占
拠
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
を
立
て
、
主

と
し
て
文
献
史
学
と
歴
史
地
理
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
き
考
察
を
行
っ
た
。
中
世
後
期

に
は
、
越
前
一
国
を
お
さ
め
る
公
権
力
に
敵
対
す
る
勢
力
が
加
賀
国
南
部
で
勢
力
を
扶
植

し
、
越
前
に
攻
め
入
る
こ
と
が
一
つ
の
定
式
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
加
賀
と
の
国
境

に
位
置
す
る
坂
北
郡
で
は
、
し
ば
し
ば
激
し
い
合
戦
が
起
き
た
。
敵
方
の
進
軍
を
食
い
止
め

る
に
は
交
通
路
を
封
鎖
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、
現
に
朝
倉
氏
は
永
正
年
間
に
北
陸
道
を

封
鎖
し
て
い
る
。
長
崎
は
北
陸
道
筋
に
近
く
、
交
通
路
の
掌
握
と
い
う
観
点
か
ら
優
位
な
位

置
に
あ
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
に
加
え
て
、
強
大
な
軍
事

力
を
誇
り
、
戦
況
を
左
右
し
う
る
存
在
と
認
識
さ
れ
て
い
た
豊
原
寺
と
の
位
置
関
係
に
着
目

し
、
そ
の
軍
事
戦
略
上
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
さ
ら
に
、
地
籍
図
な
ど
の
分
析
を

通
じ
て
、
周
囲
に
低
湿
地
が
広
が
り
、「
長
崎
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
で
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
坂
北
郡
の
平
野
部
の
な
か
で
は
要
害
性
に
富
ん
だ
集
落
で
あ
っ
た
と
結
論

づ
け
た
。

上
記
の
結
論
は
、
長
崎
の
位
置
づ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
越
前
の
中
世
史
や
日
本
の
城
郭

史
上
の
よ
り
大
き
な
課
題
に
対
し
て
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
戦
国
時
代
の
朝
倉
氏
は
、

居
城
の
一
乗
谷
（
福
井
市
）
以
外
に
も
複
数
の
政
治
拠
点
を
有
し
、
府
中
奉
行
・
敦
賀
郡

司
・
大
野
郡
司
な
ど
の
地
方
行
政
機
構
を
も
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
分
権
的
な
枠
組
は
、

前
代
の
政
治
秩
序
、
特
に
斯
波
氏
段
階
の
分
国
支
配
を
多
分
に
踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
、
坂
北
郡
に
関
し
て
は
、
一
乗
谷
か
ら
は
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
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福
井
』
新
人
物
往
来
社

佐
藤
圭
　
二
〇
一
四
『
朝
倉
孝
景
―
戦
国
大
名
朝
倉
氏
の
礎
を
築
い
た
猛
将
―
』
戎
光
祥
出

版
新
谷
和
之
　
二
〇
二
〇
「
越
前
国
に
お
け
る
明
智
光
秀
伝
承
の
創
出
―
東
大
味
館
（
明
智

館
）
を
事
例
に
―
」『
民
俗
文
化
』
三
二

瀬
戸
祐
規
　
二
〇
〇
六
「『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』『
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